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四 三 二 一 序

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革
（四
）

―
―
確
立
期

「議
会
中
心
主
議
」
の
構
造

・
試
論
１
１

小
　
沢
　
隆

予
算
議
決
過
程
に
み
ら
れ
る

「議
会
中
心
主
義
」

「議
会
中
心
主
義
」
批
判
の
登
場

「議
会
改
革
」
論
の
意
義
―
″統
治
構
造
の
改
革
″
に
お
け
る
そ
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て

「議
会
改
革
」
の
実
際
―

一
九
〇
〇
年
二
月

一
六
日
の
代
議
院
議
院
規
則
改
訂
と
そ
の
後

０
　
一
九
〇
〇
年
以
前
の
状
況

０
　
一
九
〇
〇
年
二
月

一
六
日
の
代
議
院
議
院
規
則
改
訂

＜ａ＞
　
一二
月

一
五
日
ベ
ル
ス
ロ
の
提
案

③
　
ベ
ル
ス
ロ
案
の
廃
棄
に
至
る
経
過
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
上
、
二
九
巻
二
豊
Ｔ
四
号
）

＜ｃ＞
　
改
訂
規
則
五

一
条
成
立
の
経
緯

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



法
経
研
究
四
一
巻
一
号

（
一
九
九
一
年
）

０
　
改
訂
規
則
五

一
条
の
二
成
立
の
経
緯

０
　
一
九
〇
〇
年
代
議
院
議
院
規
則
改
訂
の
意
義

０
　
一
九
〇
〇
年
以
後
の
展
開

０
　
議
院
規
則
改
訂
を
め
ぐ
る
動
向

０
　

「議
会
改
革
」
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
上
、
本
号
）

＜ｃ＞
　

「議
会
改
革
」
に
お
け
る

一
九
〇
〇
―

一
九

一
四
年
の
意
義

五
、
学
説
の
動
向

一
八

四
、
「議
会
政
革
」
の
実
際
―
―

一
九
〇
〇
年
二
月

一
六
日
代
議
院
議
院
規
則
改
訂
と
そ
の
後

（承
前
）

０
　
一
九
〇
〇
年
二
月

一
六
日
の
代
議
院
議
院
規
則
改
訂

（承
前
）

＜ｃ＞
　
改
訂
規
則
五

一
条
成
立
の
経
緯
＝
ル
ー
ヴ
ィ
エ
提
案
を
め
ぐ
っ
て

さ
て
、
前
稿

（本
誌
二
九
巻
四
号
）
で
論
じ
た
よ
う
に
ベ
ル
ス
ロ
の

「法
律
」
に
よ
る
予
算
発
案
権
制
限
の
構
想
は
代
議
院
に
よ
っ
て
拒

否
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
は

「議
院
規
則
に
よ
る
」
制
限
と
い
う
形
で
新
た
に
検
討
を
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
エ
モ
ン

提
案
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
た
た
か
わ
さ
れ
て
い
る
最
中
に
、
進
歩
共
和
派
の
議
員
ル
ー
ヴ
ィ
エ
（”
ｏ
目

①̈Ｆ
〓
”
日
中８
）
に
よ
っ

て
別
の
議
院
規
則
改
訂
案
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「予
算
法
に
関
し
て
は
、
支
出
を
増
大
さ
せ
る
修
正
お
よ
び
付
加
条
項
は
、
す
べ
て
、
当
該
章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
報
告
が
配
布
さ
れ
て

三
日
の
会
議
を
経
た
場
合
は
、
提
出
さ
れ
得
な
い
」。



こ
れ
が
無
修
正
で
改
訂
規
則
五

一
条
と
な
る
。

こ
れ
は
予
算
修
正
案
の
提
出
時
期
に
つ
い
て
の
極
め
て

「限
定
的
な
規
制
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ル
ー
ヴ
ィ
エ
は
、
こ
の
種
の
規
制
に
慎

重
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
の
次
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
「た
し
か
に
、
代
議
院
は
憲
法
上
の
権
利
の
放
棄
を
、宣

言
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
全
会

一
致
と
い
う
条
件
に
お
い
て
で
あ
る
。
み
な
さ
ん
は
、
多
数
決
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
ヽ
共
和
国
の
根
本
規

範
に
記
載
さ
れ
た
権
利
を
代
議
院
の
議
員
か
ら
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
」。
実
際
に
一
八
七
五
年
二
月
二
五
日
法
の
三
条
は
、
法
律
の
発
案
権

を

「共
和
国
大
統
領
」
と

「両
院
議
員
」
に
付
与
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
条
文
を
厳
密
に
解
釈
す
れ
ば
、
発
案
権
の
自
律
的
制
限
の
主
体
は

「議
院
」
で
は
な
く

「議
員
」
と
い
え
る
。
そ
の
場
合
、
議
員
全
員
か
ら
同
意
を
と
り
つ
け
な
け
れ
ば

「自
律
的
制
限
」
に
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
ル
ー
ヴ
ィ
エ
の
控
え
目
な
提
案
は
こ
の
よ
う
な
憲
法
の

「厳
格
解
釈
」
を
背
景
に
持
っ
て
い
た
。

こ
の
提
案
は
、
四
六
〇
対
五
二
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
（他
に
自
票
が
三
六
）。
こ
の
時
、
数
的
に
も
ま
た
割
合
と
し
て
も
多

く
の
反
対
票
を
投
じ
た
の
は
社
会
主
義
派

（自
票
と
合
わ
せ
て
三
四
）
で
あ
る
。
そ
の
他
の
会
派
か
ら
の
反
対
票
は
断
片
的

ｏ
分
散
的
な
も

の
に
と
ど
ま
っ
た
。

③
　
改
訂
規
則
五

一
条
の
二
成
立
の
経
緯
―
ベ
ル
ス
ロ
の
新
提
案
を
め
ぐ
っ
て

ル
ー
ヴ
ィ
エ
提
案
の
審
議
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
と
き
、
ふ
た
た
び
ベ
ル
ス
ロ
が
立
ち
、
今
度
は
議
院
規
則
改
訂
案
を
ル
ー
ヴ
ィ
エ
提
案

の
追
加
と
し
て
提
出
し
た
。

「俸
給

・
手
当

ｏ
年
金
を
増
額
し
、
ま
た
は
、
役
務

・
官
職

ｏ
年
金
を
創
設
し
、
あ
る
い
は
現
行
法
が
規
定
す
る
限
度
を
越
え
て
拡
張
さ

せ
る
提
案
は
、
す
べ
て
、
予
算
の
修
正
ま
た
は
付
加
条
項
の
形
式
で
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
」。

こ
れ
に
対
し
て
は
議
院
席
最
左
翼
か
ら
議
院
が
こ
れ
ま
で
議
決
し
て
き
た
こ
と
の
否
定
で
あ
る
と
ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
。
急
進
社
会
主
義
派
の

ド
ゥ
メ
ル
グ

（Ｕ
８
ヨ
ｏ置
お

のヽ
あ
けｏじ

が
、
こ
れ
は
ル
ー
ブ
ィ
エ
提
案
と
趣
旨
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
議
院
規
則
委
員
会

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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四
一
巻
一
号

（
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇

に
送
付
す
る
べ
き
で
あ
る
、
と
発
言
し
た
が
、
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
改
革
推
進
派
は
、
ベ
ル
ス
ロ
の
財
政
法
修
正
案
が
廃
棄
さ
れ
た
そ
の
時
か
ら
す
で
に

″挽
回
″
を
狙
っ
て
い
た
。
ル
ー
ヴ
ィ

エ
案
の
審
議
中
、
「議
会
改
革
」
推
進
派
の
一
人
、
進
歩
共
和
派
の
ロ
ッ
シ
ュ

（”
８
ｒ
ｐ
「●
中のし

が
立
ち
、
当
時
の
財
政
状
況
を
詳
細
に
説

明
し
た
上
で
、
あ
ら
ゆ
る
原
因
に
よ
る
支
出
の
増
大
を
抑
止
す
る
た
め
に

「も
っ
と
も
厳
格
な
提
案
」
を
採
択
す
る
こ
と
こ
そ
、
代
議
院
が

国
民
と
共
和
国
の
利
益
に
貢
献
す
る
道
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
純
。
ま
た
ヽ
同
じ
く
進
歩
共
和
派
の
リ
ボ

（”
一ぴ
β
・
〇
易
け”く
こ

は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な

″大
上
段
の
″
「国
民
＝
ナ
シ
オ
ン
代
表
制
」
論
を
も
っ
て
ベ
ル
ロ
ス
の
新
提
案
を
擁
護
し
た
。

「
こ
の
議
院
に
は
、
お
そ
ら
く

一
部
の
人
々
を
除
い
て
、
我
々
の
討
論
の
良
き
秩
序
と
議
会
制
の
権
威
を
守
る
こ
と
に
利
益
を
持
た
な
い

党
派
は
存
在
し
な
い
。
…
…
私
は
こ
の
議
会
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
私
は
か
つ
て
の
議
会
を
知
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
全
般
的
な
品
位

と
、
現
在
の
も
の
よ
り
も
厳
格
な
共
同
の
規
律
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
議
会
と
は
個
人
の
考
え

方
を
提
示
…
す
る
よ
う
な
人
々
の
集
会

（格
Ｅ

ｏ̈
じ

で
は
な
く
、　
一
つ
の
組
織
さ
れ
た
団
体

（Ｅ

８
０
ｏ
Ｒ
”
”
●
】∽Ｃ

で
あ
り
、　
一
つ
の

法
人

（負
ｒｏ
り
ｏあ
８
５
ｏ
日
Ｒ
”
【こ

で
あ
る
と
い
う
感
情
を
有
し
て
い
履
」
（傍
点
は
引
用
者
）。
「私
が
擁
護
す
る
の
は
党
派
の
問
題
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
共
和
国
の
利
益
で
あ
る
。
諸
君
は
、
こ
の
国
の
中
に
危
険
な
無
秩
序
の
芽
を
育
て
て
い
る
。
諸
君
は
、
諸
君
の
代
表
者
で
あ

り
、
諸
君
も
い
つ
か
出
向
く
こ
と
に
な
る
執
行
権
と
そ
れ
が
責
任
を
持
つ
官
吏
と
の
間
に
存
在
す
る
結
び
つ
き
を
断
ち
切
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
…
…
我
々
は
、
現
在
す
べ
て
の
憲
法
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、　
一
選
挙
区
の
代
表
で
は
な
ぐ
、
フ
ラ
ン
ス
全
体
の
代
表
で
あ
る
。
…
…

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
全
体
の
代
表
者
だ
と
し
て
も
、
ま
た
、　
一
つ
の
選
挙
区
に
よ
り
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
無
視
す

る
も
の
は
誰
も
い
な
い
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
議
院
の
権
利
を
廃
止
す
る
た
め
で
は
な
く
、
…
そ
の
行
使
を
よ
り
思
慮
深
い
も
の
、
よ
り
害
悪

の
少
な
い
も
の
に
す
る
た
め
に
一
定
の
予
防
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
」。
　
，

「古
典
的
議
会
制
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て

「議
会
改
革
」
の
正
当
性
を
論
じ
る
と
こ
ろ
は
、
い
か
に
も
、
す
で
に
二
回
も
首
相
を
つ



と
め
た

″古
参
議
員
″
ら
し
い
。
も
っ
と
も
そ
れ
が
、
す
で
に

「議
会
中
心
主
義
」
＝

「半
代
表
制
」
下
の
議
会
運
営
に
浸
り
切
っ
て
い
る

議
員
た
ち
の

″琴
線
″
に
ど
れ
ほ
ど
ふ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
知
る
よ
し
も
な
い
。
し
か
し
、
と
も
か
く
彼
の
訴
え
は
、
ベ
ル
ス
ロ

案
の
採
択
は

「議
会
制

・
共
和
制
の
擁
護
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
し
、
議
員
た
ち
に

「議
会
改
革
」
の
意
義
を
今

一
度
想
起
さ
せ
る
か
た
ち

に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
旧
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ト
の
ラ
シ
ェ

（ｒ
器
中ｏＣ

と
社
会
主
義
派
の
ジ
ュ
ル
ド

（】
Ｏ
民
一
３

が
発
言
を
求
め
た
が
、
議
長
は
こ
れ
を

却
下
し
、
ベ
ル
ス
ロ
提
案
の
採
決
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
九
九
対
二
一
五
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
こ
う
し
て
議
院
規
則
五

一

条
の
二
が
成
立
し
た
。
賛
成
票
の
内
容
に
表
９
の
通
り
で
あ
る
。
エ
モ
ン
提
案
の
際
に
失
わ
れ
た
進
歩
共
和
派
の
賛
同
者
が
若
干
回
復
し
て

お
り
、
急
進
派
の
一
部
か
ら
の
賛
成
も
得
ら
れ
た
っ
な
お
、
エ
モ
ン
提
案
同
様
、
王
党
派

・
加
担
派
の
と
り
わ
け

″熱
心
な
協
力
″
は
見
逃

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
急
進
社
会
主
義
派
と
社
会
主
義
派
は
、
こ
の
間

一
貫
し
て
反
対
に
回
っ
て
い
る
。

表
９

訂

そ

の
他

反

ユ
ダ
ヤ
主
性

一憲
派

・
旧
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ス
ト

・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

王
党
派

加
担
派

社
会
主
義
派

急
進
社
会
主
義
派

急
進
派

進
歩
共
和
派

ヽ
り
ｏ
・０
い
ヽ
―
∞
。
，
「
ｏ
〓
く
ヽ
０
０
，
０
中一ｄ

，
０
り

，
０

け̈
■
ょ
ぬ
ソ

エハ

（
　
　
八
）

二
〇

（　
一
一
こ

一
八

（
　
一
八
）

一
一
（　
　
四
）

一
〓
一
（　
四
五
）

一
五

九

（
一
七

一

蒙
疑
や
認
諮
螺
藝
喝
喬
藁
寄
象
轟
）

二
八
六

二
九
九

四

一

二

四

一
九

二

一
議

院

翡

貝

」
敵

副
案

質
戎

議

員

数

八 七

四
八

一一一一一一

五

五

九

八

二
四
七

会
派
議
員
数

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）
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四
一
巻
一
号

（
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
一

０
　
一
九
〇
〇
年
代
議
院
規
則
改
訂
の
意
義

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
、
一
九
〇
〇
年
の
代
議
院
規
則
の
改
訂
は
当
初
案
か
ら
大
き
く
後
退
し
た
も
の
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
原
案
は
法
律
案
（財
政
法
の
一
条
項
）
と
い
う
形
を
と
り
、
政
府
の
予
算
案
提
出
―
委
員
会
に
よ
る
法
案
作
成
―
議

会
の
最
終
的
議
決
と
い
う
過
程
の
す
べ
て
の
段
階
で
の
予
算
増
額
提
案
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
規
制
が

「法
律
」

と
い
う
形
式
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、　
一
八
九
〇
年
代
の

「議
会
改
革
」
論
の
流
れ
か
ら
す
る
と
、

特
段
に
過
激
で
突
飛
な
案
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
原
案
は
代
議
院
の
審
議
の
中
で
廃
棄
さ
れ
る
。
か
わ
っ
て
提
案
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
の
は
、
代
議
院
規
則
と
い
う
形
式
を

と
っ
た

（五

一
条
の
二
）。
し
か
も
、
予
算
増
額
が
規
制
さ
れ
る
べ
き

「対
象
」
を
絞
り
込
み

（た
と
え
ば
、
当
初
案
で
は

「事
業
」
「工
事
」

も
規
制
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
改
訂
規
則
五

一
条
の
二
で
は
削
ら
れ
て
い
る
）、
規
制
の
「方
法
」
も
は
る
か
に
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
た

（法
律
の

「修
正
」
・
「付
加
条
項
」
に
よ
る
予
算
増
額
提
案
の
禁
止
―
す
な
わ
ち
個
々
の
議
員
が
お
こ
な
う
提
案
の
禁
止
の
み
）。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
改
革
は
こ
の
よ
う
に
微
温
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
に
は
ま
ず
、
法
制
度
的

・
法
理
論
的

「限
界
」
と
し
て

「憲
法
上
の
権
利
と
し
て
の
議
員
の
予
算

（法
律
）
発
案
権
」
と
そ
の
観
念

が
あ
っ
た
。
問
題
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
、
す
な
わ
ち

一
八
七
五
年
二
月
二
五
日
の
憲
法
的
法
律
三
条
の
法
文
な
り
そ
の
解
釈
な

り
に
変
更
を
加
え
る
必
要
が
で
て
く
る
の
は
必
至
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
革
論
議
は
、　
一
八
九
八
年
の
総
選
挙
後
議
会
内
で
本
格

化
す
る
中
で
、
″奇
妙
に
も
″
こ
の
点
で
は

「後
退
に
後
退
」
を
繰
り
返
し
た
。
議
会

（議
員
）
権
限
の
絶
対
性
＝

「議
会
中
心
主
義
」
の
観

念
は
、
結
局
、
こ
の
時
期
を
通
じ
て
議
会
内
の
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
君
臨
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
「議
会
改
革
」
構
想
の
″
一
定
の
挫
折
″
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
挫
折
が
、
な
ぜ
、
生
じ
た
の
か
を
、

こ
の
構
想
の

「
二
重
の
課
題
」、
す
な
わ
ち
第
二
共
和
制
下
の

「支
配
様
式
の
改
革
・再
編
」
と

「社
会
主
義
勢
力
の
台
頭
の
阻
止
」
曾
一１
０



参
照
）
と
い
う
点
に
関
連
さ
せ
て
考
え
て
み
よ
う
。

前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ベ
ル
ス
ロ
の
当
初
案
に
対
す
る
投
票
行
動
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
共
和
派
議
員
の
す
く
な
か
ら
ぬ
部
分
が
改
革

に
消
極
的
な
姿
勢
を
と
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
い
か
に
予
算
発
案
権
を
用
い
て
の
地
方
的
利
益
誘
導
政
治

（議
会
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
リ
ズ

ム
）
に
依
存
し
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
共
和
派
の
主
流
な
か
ん
ず
く

「帝
国
主
義
推
進
」
派
が
い
か
に

「議
会
改
革
」
に
積
極
的
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
た
か
は
す
で
に
見
た
と
お
り
だ
が
、
か
れ
ら
は
そ
の
最
も
頼
み
と
す
る
共
和
派
内
部
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
獲
得
に
失
敗
し
た
。

こ
の
共
和
派
内
部
の
動
揺
と
離
反
が
、
微
妙
な
票
の
動
き
と
な
っ
て
、
結
果
と
し
て
改
革
に
歯
止
め
を
か
け
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。　
一
九

〇
〇
年

「改
革
」
は
、
そ
れ
が
即
座
に
は
支
配
勢
力
の
政
治
的
行
動
様
式
の
改
編
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。

他
方
、
「急
進
派
と
社
会
主
義
の
離
間
と
後
者
の
孤
立
」
と
い
う
点
で
は
、
改
革
は
さ
ら
に

″悲
惨
な
″
成
果
し
か
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
も
院
内
の
投
票
行
動
が
示
す
よ
う
に
、
基
本
的
な
問
題
で
は
急
進
派
と
社
会
主
義
派
は

一
致
し
て
改
革
に
抵
抗
し
た
。
論
議
が
進
め
ば

進
む
ほ
ど
王
党
派
が
改
革
を
熱
心
に
後
押
し
し
、
こ
の
問
題
で
の

「左
右
ブ
ロ
ッ
ク
の
対
立
」
状
況
は
固
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
は
、
一
九
〇
二
年
の
総
選
挙
で
下
院
第

一
党
に
の
し
あ
が
っ
た
「急
進
＝
急
進
社
会
党
宍
二
一
九
議
席
）
を
中
心
に
コ
ン
ブ
６
ｏ
日
げ
①Ｐ

Ｕ
ヨ
中】Ｃ

を
首
班
と
す
る
内
閣
が
成
立
し
、
以
後
こ
れ
を
共
和
派
左
翼
、
社
会
主
義
派
を
含
む
「左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
」
が
支
え
る
と
い
う
か
た
ち

で
， 体

制
と
し
て
″
確
立
す
る
で
あ
ろ
う

（急
進
共
和
制
）。　
一
九
〇
〇
年
と
い
う
時
期
は
、
ド
ン
フ
ュ
ス
事
件
や
政
教
分
離
等
の
問
題
の
な

か
で

「共
和
主
義
理
念
」
が
強
調
さ
れ
、
左
翼
の
結
集
に
有
利
な
条
件
が
存
在
し
て
い
た
。
逆
に
そ
れ
は
、
「議
会
改
革
」
論
者
の
構
想
を
実

現
す
る
に
は
極
め
て
不
利
な
時
期
で
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
事
態
の
推
移
か
ら
す
れ
ば
、　
一
九
〇
〇
年
の

「議
会
改
革
」
は
、
当
初
の
目
論
見
に
比
べ
て
、
控
え
目
な
も
の
に
留
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
一
九
〇
〇
年
の
改
革
の
意
義
は
、
こ
の
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
は
と
ら
え
え
な
い
。
こ
の
改
革
以
後
、
そ
れ
が
問
題
と
し
た
状
況
、

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
二
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経
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四
一
巻

一
号

（
一
九
九

一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四

す
な
わ
ち
議
会
に
お
け
る
予
算
審
議
や
院
内
諸
会
派
の
活
動
に
は
明
ら
か
に
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
特
徴
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
を
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
改
革
の
意
義
も
正
確
に
は
把
握
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
節
を
変
え
て
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。

０
』ｔ
「
〇
・・
０

，
，
日
〓
ｐ
∪
蝉
）詳
″
Ｐ
ｏ
ｏ

，
”
Ｈ
Ｐ
り
。ｏ
ｏ
ド

円
げ
い
０

こ

う
。０
０
∞

・

Ｈ
び
¨
●

‘

ｏ
・Ｏ
Ｐ
『

・

Ｈ
げ
¨
●

〓

ｏ
・０
０
０

・

Ｈ
げ
【
０

〓

り
。０
日
〇

・

Ｈ
げ
【
Ｑ

‘

ｏ
・０
０
∞

・

Ｈ
げ
い０

こ

り
。Ｏ
Ｐ
Ｏ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

Ｈ
げ
¨
０

・

り
。Ｏ
Ｐ
〓

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

日
ぴ
【
０

・

〓
”
く
の負
・
０

，
２
ｒ
ｒ
”
二
①
ｏ
ｏ
澤

ρ̈
８
…
）
〓
８
一●
‥
中
木
前
掲
書
（上
￥
〓
一八
頁
以
下
参
照
。

０
　
一
九
〇
〇
年
以
後
の
展
開

一
九
〇
〇
年

「改
革
」
は
、
「議
会
改
革
」
構
想
の
実
現
の
上
で
は
控
え
目
な

一
歩
を
踏
み
出
す
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

″
一
歩
″

が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
展
開
を
検
討
し
て
初
め
て
正
し
く
認
識
さ
れ
る
と

考
え
る
。
以
下
、
ま
ず
、　
一
九
〇
〇
年
以
降
の

「議
会
改
革
」
問
題
の
推
移
を
、
議
院
規
則
問
題
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
０
。
そ
し
て
、
「改
革
」
が
そ
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
背
景
を
検
討
す
る
０
。
さ
ら
に
そ
の
上
で
、
「議
会
改
革
」
の
展
開
に

10 9  8  7  6  5  4  3  2  1



お
け
る
こ
の
時
期

（
一
九
〇
〇
年
か
ら
第

一
次
大
戦
の
勃
発
ま
で
）
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
＜ｃ＞
。

０
　
議
院
規
則
改
訂
を
め
ぐ
る
動
向

一
九
〇
〇
年
の

「改
革
」
以
降
し
ば
ら
く
の
間
は
、
対
決
の
余
儘
が
く
す
ぶ
り
続
け
た
。

立
法
期
し
終
わ
り
に
近
づ
い
た

一
九
〇
二
年
二
月
四
日
、
ベ
ル
ス
ロ
は
、
「改
革
」
へ
の
ぁ
く
な
き
執
念
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
代
議
院
に

以
下
の
よ
う
な
議
院
規
則
の
追
加
条
項
案
を
提
出
し
た
。

「支
出
の
増
額
に
つ
な
が
る
い
か
な
る
提
案
も
、
少
な
ぐ
と
も
同
額
の
節
約
が
同
時
に
提
出
さ
れ
、
か
つ
あ
ら
か
じ
め
議
院
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
投
票
に
付
さ
れ
得
な
い
」
（五

一
条
の
二
へ
の
追
加
条
項
）。

審
議
の
な
か
で
こ
の
提
案
に
最
も
強
硬
に
反
対
し
た
の
は
社
会
主
義
派
の
議
員
た
ち
で
あ
っ
た
。
ブ
ー
ラ
（厠
ｏ
日
『鮮
）
は
、
立
法
期
の
終

わ
り
に
近
づ
い
た
こ
の
時
期

（
一
九
〇
二
年
総
選
挙
直
前
）
に
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
提
案
を
す
る
の
か
、
議
会
運
営
の
あ
り
方
は
各
立
法
期
の

判
断
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
、
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
ゼ
ヴ
ァ
ェ

（Ｎ
いく
器
３

は
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。

「諸
君
、
ベ
ル
ス
ロ
氏
の
発
案
に
基
づ
い
て
、
議
院
が
そ
の
本
質
的
な
権
限
を
自
ら
放
棄
し
て
三
年
に
な
る
。
そ
し
て
、
ベ
ル
ス
ロ
氏
は
、

こ
の
議
会
の
削
減
体
制
が
ま
る
で
不
十
分
で
あ
る
か
の
よ
ぅ
に
、
今
日
、．
…
新
し
い
条
文
に
よ
っ
て
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
我
々
と
し

て
は
、　
一
九
〇
〇
年
に
不
正
に
も
議
決
さ
れ
た
条
文
の
純
粋
か
つ
端
的
な
廃
上
を
議
院
に
対
し
要
求
す
る
。
我
々
は
、
議
院
に
対
し
て
そ
の

権
利
の
完
全
な
状
態
を
回
復
さ
せ
る
よ
う
要
求
す
る
。
…
議
院
の
本
質
的
な
権
能
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
予
算
の
議
決
と
討
論
で
あ

り
、
こ
れ
は
議
院
が
憲
法
か
ら
授
権
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
、
代
議
士
は
選
挙
民
に
対
し
て
免
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
義
務

を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
る
。
そ
れ
は
予
算
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
多
く
の
章
や
項
に
つ
い
て
丹
念
に
調
べ
、
多
く
の
経
費
の
中
で

実
現
可
能
な
節
約
が
な
い
か
ど
う
か
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
り
、
予
算
全
体
を
大
急
ぎ
で
一
括
し
て
承
認
し
た
り
、
海
軍
予
算
の
た
め
に
数

億
を
瞬
時
の
う
ち
に
議
決
す
る
よ
う
な
ご
ま
か
し
に
参
加
す
る
こ
と
で
は
な
い
」。

フ
ラ
ン
ス
第
三
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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一
巻
一
号

（
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〓
ハ

最
後
の

「海
軍
予
算
」
云
々
の
問
題
は
の
ち
に
検
討
す
る

（③
参
照
）。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
社
会
主
義
派
議
員
で
あ
る
彼
が
、
「議
会

中
心
主
義
」
全
面
擁
護
の
立
場
か
ら
論
陣
を
張
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
さ
ら
に
一
九
〇
〇
年

「改
革
」
に
よ
っ
て
打
撃
を
被
っ
た

の
は
下
級
官
吏
や
学
校
教
師
た
ち
で
あ
っ
て
特
権
官
僚
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
の
被
害
も
受
け
て
い
な
い
こ
と
、
経
費
削
減
を
主
張
す
る
の
で

あ
れ
ば
ま
ず
宗
教
予
算
を
全
廃
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と

（政
教
分
離
）
を
指
摘
す
る
。
地
方
公
務
員
の
利
害
を
代
表
し

（見
返
り
と
し
て
地

方
政
治
に
お
け
る
自
己
の
影
響
力
を
確
保
す
る
）、
政
教
分
離

（学
校
教
育
の

「世
俗
」
化
）
に
よ
る
民
衆
の

「共
和
主
義
的
統
合
」
を
推
進

す
る
の
は
、
当
時
の
急
進
派
の

「政
治
行
動
パ
タ
ー
ン
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ベ
ル
ス
ロ
の
提
案
は
、
結
局
、
急
進
社
会
主
義
派
の
シ
ミ
ア
ン

３
【曰
く
”
じ

ら
の
審
議
先
送
り
動
議
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
た

（賛
成
二

六

一
、
反
対
二
四

一
）
が
、
こ
れ
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
、
急
進
派
の

「政
治
作
法
」
を
自
ら
の
も
の
と
し
、
「議
会
中
心
主
義
」
体
制
の
堅

持
を
主
張
す
る
社
会
主
義
派
の
議
員
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
こ
の
よ
う
な
院
内
で
の
姿
勢
は
そ
の
後
も

一
貫
し
て
い
る
。　
一
九
〇
五
年

一

二
月

一
五
日
、
社
会
主
義
派
の
議
員
コ
ン
ス
タ
ン

（Ｏ
ｏ３
Ｓ
ユ
）
ら
は
、
代
議
院
規
則
五

一
条
の
二
の
廃
止
を
提
案
し
て
い
純
。
こ
れ
は
、

代
議
院
議
院
規
則
委
員
会
委
員
長
コ
デ
ー

（ｏ
ｏ
Ｏ
①し
、
予
算
委
員
会
委
員
長
コ
シ
ュ
リ
ィ

（０
８
Ｆ
ｏａ
）、
「議
会
改
革
」
論
者
ブ
ノ
ワ
ら
に

よ
る
議
院
規
則
委
員
会
へ
の
送
付
提
案
が
採
択
さ
れ
た
結
果
、
院
に
よ
っ
て
「事
実
上
、
拒
絶
」
（ジ
ェ
ー
ズ
）
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
送

付
提
案
に
対
す
る
反
対
票
の
二
〇
三
と
い
う
数
字
は
、
予
算
発
案
権
の

″復
活
″
を
求
め
る
声
が
決
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
と

言
え
よ
う
。
コ
ン
ス
タ
ン
の
共
同
提
案
者
ア
ラ
ー
ル

（＞
中Ｆ
ａ
）
は
、
「左
翼
」
（ｒ
”
”
●
ｏＦ
）
に

「我
々
が
真
の
立
法
者
、
普
通
選
挙
の
真

の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
」、
「そ
の
財
政
権
の
総
体
を
回
復
す
る
こ
と
」
を
認
識
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

か
く
し
て
、
一
九
〇
〇
年
か
ら

一
九
〇
五
年
に
か
け
て
の
議
院
規
則
改
訂
問
題
は
、
基
本
的
に
は

一
九
〇
〇
年
の
「構
図
」す
な
わ
ち
「左
・

右
ブ
ロ
ッ
ク
」．の
対
時
状
況
を
維
持
し
た
。
た
だ
し
そ
の
中
で
、
「左
」
に
お
け
る
社
会
主
義
派
の
こ
の
問
題
べ
の
積
極
的
な
関
与
が
新
た
な

特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。



そ
の
後
、
代
議
院
で
の
規
則
改
訂
問
題
は
、
予
算
発
案
権
以
外
の
領
域
へ
も
広
が
り
を
み
せ
る
。

第

一
に
、
予
算
審
議
時
の

「正
式
質
問
」
（一●
けｏむ
①〓
詳
】ｏ
こ

の
制
限
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（Ｉ
）

「
い
か
な
る
正
式
質
問
も
、
予
算
審
議
に
付
随
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
２

九

一
一
年

一
一
月
八
日
　
議
院
規
則
四
〇
条
に
追
加
）。

こ
の
問
題
は
す
で
に

一
八
九
〇
年
代
の

「議
会
改
革
」
論
議
の
中
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
よ
う
や
く
実
現

し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
に
は
幾
度
か
代
議
院
で
挫
折
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

第
二
は
、
予
算
に
関
わ
る

「決
議
」
↑
ｏ８
］口
一中ｏ
じ

の
制
限
で
あ
る
。
議
員
た
ち
は

一
九
〇
〇
年
の

「改
革
」
で
発
案
権
が
制
限
さ
れ
る

と
今
度
は
、
議
院

「決
議
」
と
い
う
形
で
目
的
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。　
一
九
〇
八
年
、
ポ
ワ
ン
カ
ン
は
元
老
院
財
政
委
員
会

「総
括
報
告

者
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「嘆
か
わ
し
い

一
つ
の
習
慣
が
と
り
わ
け
先
の
予
算
審
議
に
お
い
て
登
場
し
た
。
直
接
に
支
出
の
増

額
を
提
案
す
る
代
わ
り
に
…
外
見
的
に
は
あ
た
り
さ
わ
り
が
な
く
実
際
の
経
費
の
議
決
を
生
じ
さ
せ
な
い

「決
議
」
案
が
作
成
さ
れ
た
。
し

か
し
、
こ
の
案
が
ひ
と
た
び
採
択
さ
れ
れ
ば
、
行
政
庁
は
議
会
が
そ
の
経
費
の
増
額
を
求
め
て
い
る
と
主
張
し
て
、
こ
れ
に
と
び
つ
く
。
そ

し
て
翌
年
に
は
、
予
算
に
新
し
い
経
費
が
現
れ
る
」。
こ
れ
に
対
し
て
、
代
議
院
は

一
九

一
一
年

一
一
月

一
五
日
、
次
の
よ
う
な
規
則
を
成
立

さ
せ
た
。

「支
出
の
増
額
に
つ
な
が
る
い
か
な
る
決
議
の
提
案
も
、
予
算
委
員
会
の
報
告
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
議
決
さ
れ
得
な
い
」
（賛
成
三
二

三
、
反
対
二
〇
六
）
。

第
二
に
、
議
員
規
則
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「予
算

へ
の
だ
き
あ
わ
せ
」
の
禁
止
が
あ
る
。
こ
の
時
期
た
と
え
ば
、　
一
九
〇
五
年
度
の

予
算
法
は
原
案
が
四
六
個
条
で
あ
っ
た
の
が
成
立
し
た
法
律
は
八
七
個
条
に
な
り
、
ま
た
、　
一
九
〇
六
年
度
予
算
法
は
五
二
個
条
が
九
二
個

条
に
な
る
と
い
う
具
合
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
予
算
と
関
わ
り
の
な
い
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
煙
。
こ
う
し
た

「だ
き
あ
わ
せ
」
が
予

算
審
議
の
遅
延
を
招
く
と
し
て
、　
一
九

一
三
年
の
財
政
法
に
そ
の
禁
止
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

（
一
、
０
参
照
）。

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一七
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一
巻

一
号

（
一
九
九

一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一八

第
四
は
、
こ
れ
も
議
院
規
則
の
潤
題
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
「多
年
度
予
算
制
」
の
提
案
が
相
次
い
で
い
る
。

例
え
ば
、　
一
九
〇
六
年
と
一
九

一
〇
年
に
ブ
レ
ト
ン

（ω
お
けｏ
じ

が
、
ま
た
、　
一
九

一
一
年
に
エ
ス
キ
ュ
デ
ィ
ェ

（Ｕ
Ｒ
邑
中Ｒ
）
が

「
二
年

度
予
算
」
（下
げ
口
辞
２

匡
Φ●
●
”
じ

制
の
提
案
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
お
な
じ
く

一
九

一
一
年
に
は
、
キ
ュ
ニ
イ

６
目
じ

が
立
法
期

（四

年
）
ご
と
の
予
算
議
決
を
提
案
し
て
い
紳
。
こ
れ
ら
は
、
ジ
ェ
ー
ズ
に
よ
っ
て

「最
も
悪
質
な
政
革
」
と
酷
評
さ
れ
、
実
際
に
議
会
に
採
用

さ
れ
も
し
な
か
っ
た
が
、
実
は

「軍
事
予
算
」
（軍
艦
建
造
費
）
の
部
門
で
は
こ
の

「多
年
度
予
算
制
」
に
等
し
い
取
り
扱
い
が
議
会
の
法
律

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
の
ち
に
検
討
す
る

（０
参
照
）。

こ
う
し
た
「議
会
改
革
」
を
め
ぐ
る

一
連
の
動
向
を
ど
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
憲
法
学
者
の
ボ
ナ
ー
ル
は
、

一
九

一
一
年
当
時
の
議
院
規
則
の
改
訂
状
況
を
概
観
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
天
７
ま
で
代
議
院
は
、
と
り
わ
け
支
出
の
増

額
を
阻
止
す
る
こ
と
に
専
念
し
て
き
た
。
か
く
し
て
代
議
院
は
、　
一
九
〇
〇
年
二
月

一
六
日
の
決
議
に
よ
っ
て
ル
ー
ヴ
ィ
エ
・
ベ
ル
ス
ロ
の

有
名
な
修
正
を
採
択
し
た
が
、
そ
れ
は
支
出
に
つ
い
て
の
予
算
修
正
権
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ、
の、
規、
定、
小
厳、
密、
ぃ
財、
政、
上、
の、
朴
益、

と
い
う
目
的
を
有
し
て
い
た
。
最
近
の
改
革

（
一
九

一
言
年

一
一
月
八
日
、　
一
五
日
の
議
院
規
則
改
訂
＝
引
用
者
）
を
も
た
ら
し
た
提
案
に

は
、
も
は
や
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
財
政
上
の
見
地
は
も
は
や
二
義
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
求、
め、
ら、
れ、
て、
ぃ
る、
の、
ぃ
、
予、
算、
か

も、
ぃ
や、
会、
小
の、
大、
部、
分、
を、
占、
め、
て、
し、
ま、
わ、
な、
ぃ
よ、
う、
い
す、
る、
こ、
と、
で
あ
る
（制

（傍
点
引
用
者
）。

一
九
〇
〇
年

「改
革
」
の
眼
目
は
、
議
員
の
無
秩
序
な
予
算
発
案
に
よ
っ
て
「財
政
均
衡
」
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
、　
一
九

一
一
年
の
時
点
で
は
、
こ
れ
は
も
は
や
基
本
的
な
問
題
た
る
性
格
を
失
っ
て
お
り
重
点
は
「予
算
審
議
の
縮
減
、
簡
素
化
」
に
移
っ

て
い
る
、
と
い
う
の
が
、
ボ
ナ
ー
ル
の
理
解
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、　
一
九
〇
〇
年
の

「改
革
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
主

義
の
本
格
的
発
展
の
う
え
で
「議
会
中
心
主
義
」
的
財
政
運
営
が
極
桔
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
提
起
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
「財

政
問
題
」
と
し
て
の
性
格
を

一
面
で
持
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
「予
算
審
議
の
合
理
化
」
を
も
同
時
に
は
か
る
必
要
が
あ



る
と
い
う
形
で
、
財
政
問
題
と
議
会
運
営
の
問
題
は
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
重
点
の
移
動
は

「議
会
改
革
」

論
が
本
来
的
に
合
ん
で
い
た
構
想
が

″継
起
的
に
″
実
現
し
た
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
確
か
に

「正
式
質
問
」
の
制
限
や

「予
算
へ
の
だ
き
あ
わ
せ
」
の
禁
止
な
ど
は
、
個
々
の
問
題
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
財
政
と
直
接
に
は
関
わ
ら
な

い
議
会
運
営
上
の
問
題
で
あ
る
。　
一
方
、
こ
の
時
期
に
は
、
か
つ
て
は
総
選
挙
の
度
ご
と
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

「選
挙
予
算
」
問
題
が
政
治

の
場
や
論
壇
で
影
を
潜
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ボ
ナ
ー
ル
の
指
摘
は
こ
の
時
期
の

「改
革
」
動
向
の
特
徴
を

一
応
つ

か
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
財
政
問
題
と
の
有
機
的
関
係
が
切
れ
て

「議
会
運
営
の
問
題
」
の
み
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
よ
う
に

な
る
の
は
何
故
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、　
一
九
〇
〇
年

「改
革
」
に
よ
っ
て

「選
挙
予
算
」
の
よ
う
な
事
態
が
と
も
か
く
も
抑
制
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
だ
、
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
（あ
の
よ
う
に
控
え
目
な
）

一
九
〇
〇
年

「改
革
」
が
、

そ
の
後
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
効
果
を
持
ち
得
た
の
か
、
そ
れ
を
可
能
と
し
た
の
は
何
か
、
等
々
の
疑
間
が
湧
い
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
い

、替
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
議
会
制
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
が
、　
一
九
〇
〇
年
当
時
と
異
な
る
様
相
を
帯
び
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
ま
た
そ

れ
は
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
に
答
え
る
た
め
に
も
、　
一
九
〇
〇
年
以
降
の

「議
会
改
革
」

問
題
の
動
向
を
そ
の
背
景
を
も
含
め
て
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
　

「議
会
改
革
」
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化

一
九
〇
〇
年
以
降
の

「議
会
改
革
」
問
題
の
推
移
を
大
づ
か
み
に
み
る
と
、　
一
九
〇
五
年
あ
た
り
を
境
に
事
態
の

「変
化
」
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
九
〇
五
年
頃
ま
で
は
、　
一
九
〇
〇
年

「改
革
」
当
時
の
状
況
―
議
員
の
予
算
発
案
権
制
限
を
め
ぐ
っ
て
の

院
内

「左

・
右
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
対
峙
―
が
基
本
的
に
継
続
す
る
。
そ
の
後
、　
一
定
の

″小
康
状
態
″
を
経
て
一
九

一
〇
年
頃
か
ら
再
び

「議

会
改
革
」
論
議
が
活
発
化
す
る
。
ボ
ナ
ー
ル
が

一
九

一
一
年
に
指
摘
し
た

「
一
九
〇
〇
年
の
改
革
と
は
異
な
る
傾
向
」
と
は
、
こ
う
し
た
事

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一九
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一
巻

一
号

（
一
九
九

一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

態
と
無
関
係
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
当
時
の

「議
会
改
革
」
の
状
況
を
議
会
制
を
め
ぐ
る
政
治
動
向
を
ふ
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て

み
よ
う
。

ま
ず
、　
一
九
〇
五
年
ま
で
の
改
革
の
一
種
の

「停
滞
」
（膠
着
状
態
）
は
、
明
ら
か
に
「急
進
共
和
制
」
の
成
立
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。　
一
八
九
四
年
の
そ

‐の
発
覚
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
論
を
ま
さ
し
く

「
三
分
」
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た

「世
紀
末
の
大
事
件
」
＝
ド
レ

フ
ュ
ス
事
件
が
、　
一一
八
九
九
年
の
破
毀
院
の
再
審
決
定
に
よ
っ
て
ド
ン
フ
ュ
ス
派

（＝
共
和
制
防
衛
派
）
の
事
実
上
の
勝
利
で
終
結
す
製
。

そ
の
後
、
共
和
派
左
派

・
急
進
派

・
社
会
主
義
派
に
支
持
さ
れ
た
ワ
ル
デ
ツ
ク
・
ソ
ル
ー
内
閣

（
一
八
九
九
年
六
月
―

一
九
．〇
二
年
六
月
）、

コ
ン
ブ
内
閣

（
一
九
〇
二
年
六
月
―

一
九
〇
五
年

一
月
）
が
第
二
共
和
制
下
に
あ
ら
て
は

″例
外
的
″
と
も
言
え
る

「長
期
安
定
政
権
」
の

体
制
を
敷
く
。
と
り
わ
け
、
コ
ン
ブ
内
閣
は
、　
一
九
〇
二
年
の
総
選
挙
の
結
果
下
院
第

一
党
に
ま
で
成
長
し
た
急
進
派

・
急
・進
社
会
主
義
派

（前
年
―

一
九
〇

一
年
―
に
フ
ラ
ン
ス
初
の
大
規
模
政
党

「急
進
＝
急
進
社
会
主
義
党
」
を
結
成
）
を
申
心
に
構
成
さ
れ
、
社
会
主
義
勢
力

も
閣
外
か
ら
こ
れ
に
積
極
的
に
協
力
し
た
。
こ
の
急
進
派
を
中
心
に
政
教
分
離
等
の
各
種

「共
和
主
義
」
政
策
が
強
力
に
推
進
さ
れ
た
一‐時
期

が
、
「急
進
共
和
制
」
と
呼
ば
れ
て
い
制
。

か
か
る
急
進
派
の
急
速
な
台
頭
は
、
そ
の
農
村
地
域

へ
の
勢
力
拡
大
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
「権
力
の
座
だ
つ
い
た
急
進
派
」

＝
コ
ン
ブ
内
‐閣
は
、
「地
方
行
政
の
共
和
主
義
化
」
を
と
り
わ
け
知
事
に
よ
る
地
一方
行
政
官
の
任
命
に
介
入
す
る
こ
と
一
つ
共
和
主
義
者
」
か

ら
の
任
命
を
厳
命
）
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
っ
た
。
「急
進
党
は
、
国
家

（∪
け”
こ

の
役
務
を
、
共
和
国

（澤
いｏ
３
一ご
需
Ｙ
の
役
務
と
ば
か
り

で
な
く
急
進
党
政
府
の
役
務
と
も
混
同
す
る
よ
う
に
な
っ
翅
」。
こ
う
し
た
急
進
党
内
閣
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、
そ
れ
ま
で
の
「地
方
的
利
益

誘
導
政
治
」
の

″再
編
″
に
は
か
な
ら
な
い
。
同
党
の
議
員
た
ち
が
従
来
か
ら
得
意
と
し
て
き
た

「議
会
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
リ
ズ
ム
」
に
、
内

閣
―
県
知
事
―
各
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
系
列
に
よ
る

「行
政
的
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
リ
ズ
ム
」
が

″付
加
″
さ
れ
た
だ
け
の
こ
・と
で
あ
る
。
ル
ベ
リ
ウ

は
こ
の
時
期
に
つ
い
て

「恩
顧
の
体
制

（Ｆ
Ｌぼ
暉
５
鮎
ｏ
ユ
』Ｓ
け０」ｅ

は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
申
で
、



「議
会
改
革
」
が
進
展
し
な
か
っ
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
で
あ
っ
た
。　
一
九
〇
二
年
以
降
し
ば
ら
く
の
間
、
「議
会
改
革
」
が
そ
の
克

服
を
求
め
て
い
た
当
の
も
の
、
す
な
わ
ち
議
会
を
中
心
と
し
た
利
益
誘
導
政
治
に
最
も
強
く
執
着
す
る
勢
力

（＝
急
進
派
）
が
、
議
会
の
多

数
派
を
握
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

一
方
、
こ
う
し
た
利
益
誘
導
政
治
の

「受
け
皿
■
と
な
る
地
方
行
政
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。　
一
九
〇
〇
年
に
は
じ
ま
る
二
〇
年
間

は
、　
一
八
九
〇
年
代
に
お
と
ら
ず
地
方
行
政
＝
地
方
自
治
問
題
が
活
発
に
論
議
さ
れ
た
―時
期
で
あ
っ
（超
。
そ
の
中
で
多
様
な
改
革
構
想
が
噴

出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
代
議
院
に
提
出
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
ヘ
の
後
見
監
督
を
事
後
的
な
も
の
に
限
る
案
、
官
選
の

知
事

・
郡
長
を
廃
止
し
て
県
議
会
議
長

・
公
選
の
郡
長
に
そ
の
職
務
を
委
ね
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
整
理
、
統
廃
合
す
る
案
、
地
方
選
挙

に
比
例
代
表
制
を
導
入
す
る
案
、
地
方
行
政
組
織
と
し
て
県
を
廃
止
す
る
代
わ
り
に
よ
り
大
き
な
区
画
の
レ
ジ
ォ
ン
↑
ｏｍ
ｏ̈
こ
の
創
設
を
求

め
る
案
、
な
ど
が
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、　
一
八
七

一
年
法
、　
一
八
八
四
年
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
県
と
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
行
財
政
制
度

（三
１
０
参
照
）
に
一
定

の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、　
一
九
〇
〇
年
七
月

一
三
日
の
法
律
で
、
県
や
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
課
税
権
が
拡
充
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
地
方
行
政
需
要
の
増
大
に

対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、　
一
九
〇
二
年
四
月
七
日
の
法
律
で
は
、　
一
八
八
四
年
法
が
定
め
る
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
臨
時
税

・
借
入
の
条
件
に
変
更
を
加
え
た
。
そ

の
特
徴
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
法
律
が
承
認
す
る
範
囲
内
で
付
加
税
の
議
決
権
を
有
す
る
と
い
う

「総
則

的
」
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た

（
一
四

一
条

一
項
）。
臨
―時
税
は
、
従
来
、
臨
時
の
支
出
の
財
源
と
さ
れ
て
き
た
が
、
経
常
支
出
の
財
源
不
足
を

補
填
す
る
役
割
も
果
た
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（同
条
三
項
、　
一
四
二
条
）。
さ
ら
に
、
借
入
が
総
額

一
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
超

え
る
場
合
、
従
来
は
「法
律
」・に
よ
っ
て
こ
れ
を
承
認
す
る
と
し
て
い
た
の
を
、
「
コ
ン
セ
イ
ユ
・デ
タ
の
意
見
を
徴
し
た
大
統
領
の
デ
ク
レ
」

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一



法
経
研
究
四
一
巻
二
号

（
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一曇
二

に
よ
る
こ
と
と
し
た

（
一
四
三
条
二
項
）。
子
の
改
正
は
、
新
設

一
四

一
条

一
項
が
、
従
来

「県
議
会
」
●
８
ｏ中】
鴨
い
ＯＳ
じ

に
よ
っ
て
統
制

さ
れ
て
き
た
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
臨
時
税
を

「法
律
の
範
囲
内
で
」
コ
ミ
ュ
ー
ン
議
会
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
と
い
う
点
で
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
自

由
の
拡
大
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
が
、
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
対
す
る
中
央
集
権
的
統
制
の
強
ま
り
を
意
味
し
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
臨
時
税
が

「経
常
支
出
」
の
財
源
の
補
填
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
．た
こ
と
は
、
申
央
政
府
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
．

地
方
事
務
の
増
大
に
対
し
て
地
方
財
源
が
不
足
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
分
析
し
て
、
バ
ル
テ
ル
ミ
ィ
は
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

「
二
五
年
こ
の
方

（
一
八
八
四
―

一
九
〇
九
年
を
さ
す
―
引
用
者
）
行
政
に
関
す
る
立
法
は
分
権
化

貧
８
ｏ●
一８
」お

，
一一８
）
に
た
い
す
る

重
大
な
打
撃
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
我
々
は
、
地
方
当
局
の
自
制
す
る
権
能
の
縮
減
、　
一
言
で
い
え
ば
そ
の
義
務
的
経
費
す
な
わ
ち
そ
の
権

限
の
発
展
の
重
―ゝ
代
価
の
増
大
の
明
ら
か
な
傾
向
を
、
主
Ｌ
し
て
示
唆
し
て
い
る
。
第
二
共
和
制
の
諸
法
律
は
、
膨
大
な
額
の
地
方
の
財
源

を

一
般

‐的利
益
の
経
費
に
よ
っ
て
吸
収
す
る
こ
と
で
、
地
方
の
自
由
を
切
り
縮
め
て
き
た
。
民
主
的
国
家
は
、
精
神
的

・
物
質
的
連
帯
、
教

育
、
扶
助
の
仕
事
を
達
成
し
た
。
そ
の
原
則
を
承
認
し
、
そ

‐の栄
光
を
称
賛
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民

主
的
国
家
が
こ
れ
ら
の
仕
事
の
実
施
に
必
要
な
資
源
を
確
保
す
る
た
め
に
用
い
た
方
法
に
よ
っ
て
分
権
化
が
切
り
縮
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に

は
変
わ
り
が
な
い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
´

先
の
一
九
〇
〇
年
の
県
や
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
課
税
権
の
拡
充
の
意
味
も
こ
の
脈
絡
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、
国
家
的
事
業

と、
し、
て、
整
瀞
さ、
れ、
て、
き、
た、

（初
等
）
教
育
費
や
社
会
政
策
費
と
い
っ
た
ま
さ
し
く
こ
の
時
期
に
急
速
に
増
大
し
た
諸
経
費
に
対
応
・す
る
た
め

の
措
置
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
財
政
の
申
央
集
権
化
は
こ
う
し
た

「実
態
面
」
で
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。　
一
九
〇
二
年

法
が
改
正
し
た

一
四
三
条
二
項
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
従
来
の

「議
会
」
（法
律
）
を
通
じ
て
の
申
央
統
制
が
、
部
分
的
な
が
ら

「行
政
」
（命

令
）
に
代
替
さ
れ
る
事
態
も
現
れ
て
き
て
い
る
。
新
し
い
よ
り
強
力
な
中
央
集
権
的
統
制
が

「行
政
的
後
見
監
督
」
の

″復
活
″
と
い
う
形



で
出
現
し
た
。

一
九
〇
七
年
六
月
三
〇
日
の
法
律
は
、
以
上
と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
県
段
階
に
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
法
は
、　
一
八
七

一
年
法
を
改

正
し
て
、
財
政
法
の
定
め
る
限
度
内
で
県
議
会
が
お
こ
な
う
課
税
を
、
従
来
の
臨
時
税
に
加
え
て
経
常
収
入
の
不
足
を
補
う
税
に
も
広
げ
た

（四
〇
条
二
項
）。
ま
た
、
四
〇
条
の
規
定
す
る
限
度
を
越
え
る
臨
時
税
・借
入
の
承
認
を
従
来

「法
律
」
に
よ
る
と
し
て
き
た
の
を
、
こ
れ

も

「
コ
ン
セ
イ
ユ
・デ
タ
の
意
見
を
徴
し
た
デ
ク
レ
」
に
よ
る
も
の
と
し
た

（四

一
条
）。
さ
ら
に
、
県
議
会
が
そ
の
義
務
的
経
費
、
支
払
期

限
の
き
た
債
務
の
弁
済
に
あ
て
る
経
費
の
県
予
算
へ
の
計
上
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
「特
別
執
行
令
」
（凛
咀
①ヨ
ｏ二
　
ら
、
注
Ｆ
中●
一峰
Ｓ
一】ｏ
●

ｏ
Ｌ
二
〇
お
）
の
形
式
で
発
せ
ら
れ
る
デ
ク
ン
に
よ
っ
て
中
央
政
府
が
職
権
で
こ
れ
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
が
新
設
さ
れ
た

（六
二
条
）。
こ
の
「特
別
執
行
令
」
と
は
、
第
二
共
和
制
当
時
の
法
技
術
と
し
て
は
、
議
会
の
明
示
の
決
定
に
よ
っ
て
法
律
の
規
定
を
補
完

す
る
こ
と
を
指
定

（委
任
）
さ
れ
て
定
め
ら
れ
る
大
統
領
の
命
令
で
あ
る
。
な
お
そ
の
制
定
に
際
し
て
は
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
諮
問
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
一
九
〇
七
年
法
に
よ
っ
て
国
家
に
よ
る
県
へ
の
行
政
事
務
の
強
制
は

一
段
と
強
め
ら
れ
、
し
か
も
本

来
議
会
が
担
う
べ
き
も
の
の
政
府
へ
の
委
任

（特
別
執
行
令
）
と
い
う
形
を
と
っ
て
ま
で
統
制
権
限
を
行
政
府
に
集
め
た
。

以
上
、　
一
九
〇
〇
―

一
九

一
〇
年
の
地
方
行
財
政
制
度
の
動
向
を
概
観
し
て
言
え
る
こ
と
は
、　
一
九
世
紀
末
の

「議
会
中
心
主
義
」
の
も

と
で
進
展
し
た
地
方
財
政
の
中
央
依
存
傾
向
は
、
こ
の
時
期
に
教
育
費

ｏ
社
会
政
策
費
等
の
帝
国
主
義
段
階
に
固
有
な
支
出
の
増
大
に
よ
る

地
方
財
政
危
機
を
媒
介
と
し
て
拍
車
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
現
象
的
に
は
、
地
方
当
局
の
権
限
拡
張

（地
方
事
務
の
増

大
）
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
に

「地
方
自
治
の
拡
充
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
外
皮
が
付
着
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、

そ
の
実
態
は
、
地
方
権
力
が
そ
の

「自
然
的
自
律
性
」
を

一
層
剥
奪
さ
れ
て
、
中
央
権
力
へ
の
従
属
を
強
め
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
バ
ル
テ
ル
ミ
ィ
は
、
当
時
、
「地
方
の
自
由
の

『理
論
上
の
増
大
』
と

『現
実
的
縮
減
Ｌ

と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

一
見
矛
盾
す

る

「理
念
」
と

「現
実
」
の

″相
互
補
完
″
は
、
実
は

「議
会
改
革
」
論
に
お
け
る

「地
方
分
権
化
」
論
に
も
す
で
に
存
在
し
て
い
た

（ブ
ー

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一壬
二



法
経
研
究
四
一
巻
一
号

（
一
九
九
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四

ド
ヌ
ゥ
の
議
論
を
想
起
せ
よ
）。
そ
し
て
こ
の
従
属
強
化
の
過
程
に
、
従
来

「議
会
ル
ー
ト
」
で
お
と
な
わ
れ
て
き
た
中
央
統
制

（地
方
団
体

へ
の
後
見
監
督
）
の

「行
政
ル
ー
ト
」
へ
の
切
り
替
え

（利
益
誘
導
ル
ー
ト
の

″転
轍
し

が
対
応
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
全
面
的

な
切
り
替
え
で
は
な
い
。
議
会
は
、
こ
れ
以
後
も
地
方
財
政
に
財
政
法
そ
の
他
を
通
じ
て
関
与
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
次
第
に

「大
綱
」
的

な
も
の
に
退
き
、
日
常
的
な
統
制
は
行
政
権
に
委
ね
ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
急
進
党
が
政
権
獲
得
に
よ
り
新
た
に

利
益
誘
導
ル
ー
ト
を

「開
拓
」
し
て
い
っ
た
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
、
フ
ラ
ン
ス
国
家
が
帝
国
主
義
的
に
編

成
さ
れ
て
い
く
中
で
、
議
会
の
行
政
統
制
機
能
に
か
げ
り
が
生
じ
、
そ
の
一
方
で
行
政
の
官
僚
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
の
表
わ
れ

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

か
く
し
て
、
「急
進
共
和
制
」
は
、
第
三
共
和
制
の

「議
会
中
心
主
義
」
体
制
の
単
な
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
確
立
の
時
期
で
は
な
い
。
「共
和

主
義
」
の
理
念
と

一
体
化
し
た
こ
の
体
制
は
、
た
し
か
に
こ
の
時
期
そ
の
絶
頂
を
迎
え
る
。
ま
た
、
テ
ュ
デ
ス
ク
も
述
べ
る
よ
う
に
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
こ
の
時
期
に
成
立
し
た
議
会
制
の
理
念
は
、
第
二
次
大
戦
ま
で
の
議
会
制
イ
テ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
軸
に
位
置
し
続
け
る
。
し

か
し
、
こ
の
時
期
の

″実
相
″
は
、
か
か
る
表
象
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
体
制
の
崩
壊
の
兆
候
を
示
し
て
い
る
。
当
議
会
申
心
主
義
」
の
確
立

と
同
時
に
そ
の
崩
壊
の
端
緒
″
と
い
う
位
置
づ
け
こ
そ
、
「急
進
共
和
制
」
に
は
ふ
さ
わ
し
い
。

「急
進
共
和
制
」
を
境
に
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
主
義
化
は
急
速
な
進
展
を
見
せ
る
。
「急
進
共
和
制
」
下
の

「共
和
主
義
政
策
」、
す
な
わ
ち

政
教
分
離
、
教
育
の
世
俗
化

・
国
民

（愛
国
心
）
教
育
の
推
進
、
軍
隊
の
共
和
主
義
化
、
社
会
政
策
の
推
進
こ
れ
ら
自
体
が
、
帝
国
主
義
秩

序
の

″基
盤
整
備
″
と
し
て
の
意
義
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
急
進
党
の
政
権
期
を
通
じ
て
、
同
党
と
穏
健
共
和
派

と
の
接
近

・
融
合
が
、
内
外
政
策
に
関
す
る
方
針
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
る
。
対
外
的
に
は
、
従
来
の

「穏
健
共
和
派
＝
植
民
地
政
策
、
急
進
派

＝
対
独
復
讐
政
策
」
と
い
う
構
図
が
崩
れ
、
両
派
が
こ
の
二
つ
の
政
策
の
同
時
追
求
と
い
う
路
線
で
一
致
し
て
い
く
。　
一
八
九
八
年
か
ら

一

九
〇
五
年
に
か
け
て
の
デ
ル
カ
ッ
セ
外
交
は
な
の
画
期
を
な
し
て
い
脚
。　
一
方
、
国
内
的
に
は
、
「私
有
財
産
制
の
擁
護
」
ど
い
う
点
で
一
致



す
る
両
派
は
社
会
主
義
勢
力
へ
の
対
処
で
結
束
し
、　
一
九
〇
七
年
の
政
府
に
よ
る
労
働
者
の
ス
ト
ｏ農
民
運
動
へ
の
弾
圧

（「左
翼
ブ
ロ
ッ
ク

の
崩
壊
し
以
降
、
そ
れ
は
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
て
共
和
派
と
急
進
派
は
、
共
同
し
て
帝
国
主
義
政
策
の
推
進
に
あ
た
る
こ

と
に
な
る
。
逆
に
、
社
会
主
義
勢
力
は
議
会
内
で
孤
立
を
深
め
て
い
く
が
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
彼
ら
が

「急
進
主
義
的
路
線
」
の
孤
塁
を

堅
持
す
る
様
相
を
呈
し
て
進
行
し
て
い
く
。
す
で
に
何
度
か
言
及
し
留
保
し
て
お
い
た

「海
軍
予
算
」
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
こ
の
こ
と
を
端

的
に
表
現
し
て
い
る
。

一
九
〇
〇
年
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
主
義
政
策
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
軍
隊
の
装
備
の
近
代
化
と
機
構
の
整
備
を
要
請
す
る
よ
う
に

な
る
が
、
そ
れ
は
直
線
的
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
急
進
党
政
権
の
も
と
で
は
、
そ
の

「軍
隊
の
共
和
主
義
化
」
政
策
と
あ
い
ま
っ
て
一
九

〇
五
年
に

「兵
役
二
年
制
」
が
実
現
す
る
な
ど
の

「停
滞
的
局
面
」
も
現
れ
た
。　
一
九
〇
七
年
に
は
、
蔵
相
ポ
ワ
ン
カ
ン
の

「軍
拡
予
算
」

を
代
議
院
が
拒
否
し
て
い
る

（
一
、
０
参
照
）。
し
か
し
そ
の
後
、
モ
ロ
ッ
コ
進
出
を
画
策
す
る
ド
イ
ツ
と
の
対
立

（
一
九
〇
五
年
第

一
次
“

一
九

一
一
年
第
二
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件
）
が
激
化
す
る
中
、　
一
九

一
一
年
に
は

「国
防
最
高
会
議
」
の
改
組
が
お
こ
な
わ
れ
、
政
治
機
構
に
お

け
る
戦
時
即
応
体
制
が
つ
く
ら
れ
、　
一
九

一
三
年
に
は

「兵
役
三
年
制
」
が
復
活
す
る
。
海
軍
の
建
艦
計
画
と
議
会
の
財
政
権
の
関
わ
り
の

問
題
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
浮
上
し
て
く
る
。

な
お
、
こ
の
問
題
に
は
、
実
は
前
史
が
あ
る
。　
一
九
〇
〇
年

一
二
月
九
日
、
「海
軍
の
増
強
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
。
法
律
は
三
個

条
か
ら
な
る
短
い
も
の
だ
が
、　
一
九
〇
七
年

一
月

一
日
ま
で
の
間
に
、　
一
九
〇
〇
年
度
の
予
算
も
含
め
て
約
七
億
六
二
二
一
万
フ
ラ
ン
を
投

じ
て
、　
一
四
、
八
六
五
ト
ン
の
戦
艦
六
隻
、　
〓
一、
六
〇
〇
ト
ン
の
巡
洋
艦
五
隻
を
は
じ
め
と
す
る
軍
用
艦
の
建
造
計
画
を
規
定
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。　
一
九
〇
二
年
の
ベ
ル
ス
ロ
の
議
院
規
則
改
訂
提
案
に
対
す
る
反
対
討
論
で
ゼ
ヴ
ァ
エ
が
述
べ
た

「海
軍
予
算
の
た
め
に
数
億
を

瞬
時
に
議
決
す
る
」
法
律
と
は
、
実
は
こ
の
こ
と
で
あ
づ
た
と
思
わ
れ
る
。
議
会
の
審
議
で
は
、
当
然
、
こ
の
計
画
が
毎
年
の
予
算
審
議
を

拘
束
す
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
同
時
に
こ
れ
と
関
連
し
て
建
造
費
の
会
計
上
の
取
り
扱
い
が
議
論
さ
れ
た
。
第

一
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
五
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一
九
〇
〇
年
六
月
二
〇
日
、
代
議
院
で
蔵
相
カ
イ
ヨ
１

６
”
中］Ｆ
隻
し
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「計
画
は
、
単
に
政
府
に
そ
れ
が
お
こ

な
う
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る

（】ａ
【ｆ
①じ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
」。
「政
府
は
、
（軍
艦
を
）
建
造
す
る
権
利
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
そ

の
義
務
を
負
う
。
…
し
か
し
、
こ
の
計
画
の
具
体
的
執
行
は
数
年
度
に
わ
た
る
の
で
あ
る
か
ら
、
支
出
は
そ
の
つ
ど
議
会
に
よ
る
経
費
の
充

当
に
拘
束
さ
れ
る
」。
か
く
し
て
、
計
画
は
後
年
度
の
予
算
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
経
費
の
決
定
も
毎
年
の
予
算

審
議
に
委
ね
ら
れ
、
法
律
に
は
、
「本
法
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
経
費
は
、
毎
年
度
の
経
常
収
入
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
」
と
い
う
規
定
が

盛
り
込
ま
れ
た

（二
条
ヽ

第
二
の
問
題
で
は
、
代
議
院
で
の
審
議
の
過
程
で
、
こ
の
計
画
を

「特
別
会
計
」
↑
ｏ日
づ
け

８
８
】”
じ

と
し
て

取
り
扱
お
う
と
い
う
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

一
二
六
対
四
〇
二
の
大
差
で
否
決
さ
れ
て
い
る
。
「特
別
会
計
」
に
よ
れ
ば
特
定
の

財
源
が
充
当
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
限
り
で
建
艦
計
画
の

「継
続
的
実
施
」
は
確
保
し
や
す
く
な
る
。
し
か
し
こ
の
方
式
は
議
会
の
多
数

の
支
持
を
得
ら
れ
ず
、
結
局
、
特
別
の
法
律
に
よ
る

「経
費
の
繰
越
」
が
認
め
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た

（三
条
）。
こ
の
よ
う
に
一
九
〇
〇
年

法
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て

「計
画
法
」
（一２
「
ｏ
鳴
目
目
Ｐこ

と
し
て
の
実
質
を
持
ち
得
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
当
時
の
時
代
状
況
が
、
そ

れ
を
許
さ
な
か
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、　
一
九

一
二
年
二
月
二
〇
日
の

「艦
隊
の
編
成
に
関
す
る
法
律
」
は
明
ら
か
に
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
法
案
そ
の
も
の
は
す
で
に
一
九

一
〇
年
七
月

一
日
の
代
議
院
に
提
出
さ
れ
た
ま
ま

「棚
ざ
ら
し
」
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
、　
一
九

一
二

年

一
月
に
外
相
兼
任
で
首
相
と
な
っ
た
ポ
ワ
ン
カ
ン
の
内
閣
に
よ
っ
て
成
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
前
年
の
第
二
次
モ
ロ
ッ
コ
事
件

の
処
理
が

「対
独
強
硬
論
者
」
の
ポ
ワ
ン
カ
ン
に
託
さ
れ
た
の
と
こ
の
法
律
の
成
立
と
が
相
前
後
し
て
い
る
の
は
、
け
っ
し
て

「偶
然
の
一

致
」
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
は
本
格
的
な
戦
争
準
備
体
制
を
構
築
す
和
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ま
ず

一
九

一
〇
年
の
法
案
提
出
の
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「世
界
に
お
い
て
そ
の
地
位
を
保
持
す
る
た
め
に
フ

ラ
ン
ス
が
持
つ
べ
き
海
軍
力
の
組
織
的
編
成
は
、
実
現
さ
れ
る
べ
き
事
業
の
本
質
的
部
分
で
あ
る
。
戦
略
概
念
と
海
上
戦
闘
の
条
件
の
不
可



避
的
な
多
様
化
は
、
建
造
と
装
備
の
計
画
に
そ
の
不
可
欠
の
安
定
性

↑
一”
ぴ
い澤
ｅ

と
継
続
性

Ｔ
ｏ詳
目̈
いけ３

を
与
え
る
た
め
に
、
法
律
の

主
権
的
権
威

（】．”
二
Ｒ
い８
８
ｌ
ｑ
”
中●
０
お

ご
ざ
じ

を
と
り
わ
け
必
要
と
す
る
」。　
一
九
〇
〇
年
法
は
、
計
画
を
定
め
は
し
た
も
の
の
そ
の

「法
的
拘
束
力
」
は
正
面
か
ら
否
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

「法
律
の
執
行
」
を
任
務
と
す
る
政
府
に
対
す
る

「指
示
」
に
す
ぎ
な

い
と
さ
れ
た
。　
一
方
、　
一
九

一
二
年
法
の
原
案
で
は
、
計
画
に

「法
律
」
と
し
て
の
本
来
の
性
格
を
持
た
せ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
点
は
実
際
の
法
律
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。　
一
九

一
二
年
法
は
、
軍
用
艦
の

「建
造
リ

ス
ト
」
（戦
艦

一
七
、
偵
察
艦
六
…
…
）
を
掲
げ
、　
一
九
二
〇
年

一
月

一
日
ま
で
に
そ
の
建
造
を
政
府
に
求
め
て
い
る
点
は
、　
一
九
〇
〇
年
法

の
場
合
と
変
わ
り
が
な
い
。
し
か
し
同
法
は
、
「別
表
」
で
各
年
ご
と
に

「具
体
的
な
額
」
２

億
六
、
〇
〇
〇
万
～

一
億
八
、
〇
〇
〇
万
フ

ラ
ン
）
を
示
し
て
、
こ
れ
を

「
一
九

一
二
年
か
ら

一
九

一
九
年
度
の
予
算
に
計
上
し
」
建
造
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
定
め
て
い
る

（九
条
二

項
）。
ま
た
、
建
造
費
用
が
別
表
規
定
の
額
を
上
回
っ
た
場
合
、
「毎
年
の
財
政
法
の
定
め
る
限
度
内
で
翌
年
度
の
経
費
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
」

と
規
定
し
て
い
る

（同
条
三
項
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
定
め
る

「計
画
」
は
毎
年
の
予
算
で
実
現
す
る
こ
と
が
確
実
に
保
障
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
議
会
の
予
算
審
議
権
を

″現
実
に
″
制
限
す
る
規
範
構
造
を
備
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

（４７
）

と
が
で
き
る
。

「議
会
中
心
主
義
」
財
政

へ
の
重
大
な
挑
戦
と
も
い
え
る
こ
の
よ
う
な
法
案
に
対
し
て
、
議
会
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

一
九

一
二
年
二
月

一
三
日
、
代
議
院
で
こ
の
法
案
の
集
中
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
、
予
算
委
員
会
委
員
長
パ
ン
ル
ヴ
ェ
■
”
●̈
】Ｑ
９

は
、
法
案
が
示
す
計
画
と
支
出

へ
の

「全
面
的
支
持
」
を
表
明
し
た
。
彼
は
こ
れ
を
、
「自
由
の
代
償
」
と
ま
で
ほ
め
た
た
え
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
こ
の
法
案
と

「予
算
の

一
年
性
」
の
原
則
と
の
関
係
を
質
す
問
題
意
識
は
確
認
で
き
な
い
。
予
算
委
員
会
は
当
該
年
度
の
予
算
を
検

討
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
予
算
委
員
会
が
年
度
を

（立
法
期
を
も
―
）
越
え
て
立
て
ら
れ
た

「財
政
計
画
」
を
承
認
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が

「越
権
行
為
」
に
当
た
る
と
い
う
認
識
も
欠
如
す
る
ほ
ど
に
、
議
会
の
財
政
権
が

「空
洞
化
」
し
て
き
た
こ
と
を
示

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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す
と
言
え
よ
う
。　
一
方
、
海
軍
委
員
会
の

「報
告
者
」
ナ
イ
ユ

（Ｚ
”
じ

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
海
軍
力
は
列
強
に
比
べ
て
劣

っ
て
お
り
、
こ
の

状
態
を
早
急
に
修
正
す
る
こ
と
が
計
画
の
指
導
理
念
で
あ
る
と
し
て
、
法
案
を
次
の
よ
う
に
正
当
化
し
た
。
「近
年
ま
で
の
建
艦
は
き
わ
め
て

緩
慢
な
あ
ま
り
に
も
緩
慢
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
国
民
や
議
会
が
海
軍
の
問
題
に
相
対
的
な
注
意
し
か
払
わ
ず
、
適
切
な
時
期

に
建
艦
を
促
進
さ
せ
る
の
に
必
要
な
経
費
を
大
臣
に
承
認
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
案
に
反
対
の
立
場
か
ら
演
壇
に

立
っ
た
の
は
、
社
会
主
義
派
の
議
員
た
ち
で
あ
っ
た
。
特
に
ブ
リ
ゾ
ン

（”
『い８
己

は
、
フ
ラ
ン
ス
は
平
和
を
欲
し
て
い
る
と
い
い
な
が
ら

軍
備
を
強
化
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
戦
争
の
道
具
を
作
り
出
し
て
い
る
、
計
画
は

「反
国
家
的
、
反
国
民
的
、
反
納
税
者
的
、
反
フ
ラ
ン
ス

人
民
的
な
資
本
主
義
大
企
業
」す
な
わ
ち
軍
需
生
産
に
当
た
る
企
業
連
合
（昭
●０中ｏ”計じ
と
ト
ラ
ス
ト
に
資
す
る
だ
け
で
あ
る
、
と
批
判
す
る
。

そ
し
て
、
彼
は
演
説
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
「私
は
、
わ
が
党
と
わ
が
階
級
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
権
利
を
有
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
軍
国
主
義
の
ツ
ケ
を
払
う
の
は
諸
君
で
あ
る
と
。
…
…
戦
争
の
た
め
に
数
億
フ
ラ
ン
を
用
い
る
こ
と
で
社
会
進
歩
へ
の
道

が
阻
ま
れ
る
の
は
諸
君
で
あ
る
。
諸
君
の
労
働
者
退
職
金
庫
が
か
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
。
諸
君
は
犠
牲
者
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
諸
君
を

押
し
潰
し
て
い
る
の
は
資
本
主
義
だ
か
ら
で
あ
る
。
諸
君
は
、
資
本
主
義
を
打
倒
し
、
軍
国
主
義
の
武
装
を
そ
の
手
で
粉
砕
す
る
た
め
に
社

会
主
義
者
グ
ル
ー
プ
・
労
働
組
合
・
協
同
組
合
へ
と
自
ら
を
組
織
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
こ
の
一
議
員
の
演
壇
で
の
言
動
の
み
か
ら
即
断

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
院
内
の
社
会
主
義
勢
力
の

「階
級
性
」
の
先
鋭
化
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
の

「急
進
主
義
の
最

も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
形
態
」
か
ら

「階
級
政
党
」
へ
と

″転
換
″
し
て
い
こ
う
と
す
る
社
会
主
義
派
の
姿
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際

の
と
こ
ろ
、
社
会
主
義
派
議
員
た
ち
は
、
そ
の
内
部
に
様
々
な
矛
盾
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
ジ
ョ
ン
ス
の
主
導
の
も
と
に
、　
一
九
〇
五
年
、

「統

一
社
会
党
」
９
ミ
Ｌ
∽
８

”̈
中̈
∽庁

Ｃ
●
轟
ｅ

を
結
成
し
た
。
同
党
は
、　
一
九
〇
七
年
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
内
閣
下
で
の

「左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
」

の
崩
壊
、
対
独
強
硬
路
線
の
台
頭
に
よ
る
戦
争
の
危
険
が
増
大
す
る
中
、
「反
戦
・平
和
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
院
外
で

も

「労
働
組
合
総
同
盟
」
６
い
わ
し
が

「反
戦
ゼ
ネ
ス
ト
」
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
「統

一
社
会
党
」
は
、
″出
自
″
に
お
け
る
急
進
主
義
と



の
親
和
性
に
起
因
す
る
そ
の

「議
会
政
党
」
的
性
格

（院
外
の
労
働
運
動
と
の
連
携
の
欠
如
）、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
主
義
運
動
の
主
流

と
な
っ
た

「社
会
民
主
主
義
」
の
戦
争
へ
の
対
応

（そ
れ
は
当
然

「第
ニ
イ
ン
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ス
支
部
」
と
し
て
の

「統

一
社
会
党
」
の
路

線
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
）
等
々
、
「階
級
政
党
」
と
し
て
自
ら
を

″純
化
″
さ
せ
て
い
く
に
は
余
り
に
も
多
ぐ
の
障
害
を
抱
え
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
院
内
に
お
け
る
そ
の
行
動
に
は
、
「急
進
主
義
か
ら
の
脱
皮
」
と
も
い
え
る

″兆
候
″
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
れ
が
、

従
来
の
急
進
主
義
の
綱
領
と
も
い
え
る
「議
会
中
心
主
義
」
を
同
党
が
掲
げ
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
説
的
に
も
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
。

そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
急
進
派
の
帝
国
主
義
秩
序
へ
の

″包
摂
″
を
意
味
す
る
。　
一
九

一
二
年
法
案
は
、
二
月

一
三
日
、
代
議
員
で
投
票
に

付
さ
れ
た
。
結
果
は
四
六
一
対
七
四
の
圧
倒
的
大
差
で
の
可
決
で
あ
な
が
、
反
対
票
の
ほ
と，
ん
ど
は

「統

一
社
会
党
」
の
議
員
の
も
の
で
あ

っ
起
。
他
の
会
派
は
こ
ぞ
っ
て
、
議
会
の
予
算
権
限
の
制
限
、
し
か
も
そ
の
本
質
的
原
理
と
も
い
え
る

「
一
年
性
原
則
」
の
破
壊
に
合
意
し

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、　
一
九
〇
〇
年
段
階
で
は

「議
会
中
心
主
義
」
の
予
算
議
決
制
度
に
断
固
と
し
て
固
執
し
、
そ
の
改
変
の
構
想
に

制
肘
を
加
え
た
急
進
派
の
姿
は
も
は
や
見
る
影
も
な
い
。
確
か
に
、
議
員
の
予
算
発
案
権
の
制
限
と

「計
画
法
」
に
よ
る
予
算
審
議
権
の
制

限
と
で
は
、
そ、
れ、
と、
ぃ
て、
い
ヽ
問
題
の
性

‐質
を
異
に
す
る
と
も
い
え
る
が
、
両
者
は

「議
会
改
革
」
論
の
構
想
の
中
で
は
有
機
的
に
結
び
つ

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
財
政
の
構
造
と
そ
の
決
定
様
式
の

「帝
国
主
義
的
再
編
」
と
い
う
構
想
の
一
部
を
な

す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
全
体
と
し
て
の
こ
の
構
想
へ
の
急
進
派
の
″す
り
寄
り
″
は
明
白
で
あ
り
、
「議
会
改
革
」
派
の
″遠

望
″
で
も
あ
っ
た
急
進
派
の
抱
き
込
み
も
事
実
上
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
急
進
派
か
ら

「政
策
的
同
調
」
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
「議
会
改
革
」
派
は
こ
れ
に
満
足
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
そ
の
証
左
と
し
て

一
九

一
一
年
頃
か
ら
活
発
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
代
議
院

へ
の

「比
例
代
表
制
」
導
入
問
題
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

急
進
派
は
、　
一
九
〇
七
年
の

「左
翼
ブ
ロ
ッ
ク
」
崩
壊
以
後
そ
の

「政
策
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
を
低
下
さ
せ
は
し
た
が
、
代
議
院
に
お
け

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
九
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ヽ

る
議
席
は
第

一
次
大
戦
勃
発
ま
で

「第

一
党
」
の
地
位
を
保
持
し
続
け
た
。
こ
の
地
位
が

「議
会
的
な
ら
び
に
行
政
的
ク
ラ
イ
ア
ン
テ
リ
ズ

ム
」
を
基
盤
と
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、　
一
方
そ
れ
は

「小
選
挙
区

・
二
回
投
票
制
」
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
た
。
い
わ

ゅ
る

「
こ
う
も
り
戦
術
」
に
よ
っ
て
二
回
目
の
投
票
で
左
右
両
翼
か
ら
の
票
を
吸
引
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
「議
会
改
革
」
派
か

ら
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
選
挙
制
度
は

「議
会
中
心
主
義
」
的
イ
モ
ビ
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
温
床
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で

出
て
く
る
の
が
、
比
例
代
表
制
導
入
の
構
想
で
あ
る
。　
一
九

一
〇
年
代
の

「政
治

・
議
会
雑
誌
」
を
賑
わ
し
た
の
は
こ
の
問
題
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
同
誌
編
集
長
フ
ォ
ー
ル

η
”
日
こ

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「比
例
代
表
制
は
ア
ロ
ン
デ
ィ
ス
マ
ン
投
票
制
が
発
展
さ
せ
た
耐

え
難
い
弊
害
を
必
然
的
に
除
去
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
弊
害
と
は
す
な
わ
ち
、
行
政
の
活
動
そ
し
て
法
律
の
適
用
に
お
け
る
恣
意
、
破
廉
恥

な
情
実
、
公
の
役
務
に
お
い
て
増
大
す
る
無
秩
序
で
あ
る
。
比
例
代
表
制
は
、
選
挙
権
の
行
使
に
お
い
て
人
の
争
い
を
理
念
の
争
い
に
か
え

る
。
そ
れ
は
わ
が
国
の
議
会
制
を
再
建
す
る
」。
ま
た
、
「比
例
代
表
制

（推
進
）
共
和
派
委
員
会
総
書
記
」
の
肩
書
を
も
つ
ラ
シ
ャ
ペ
ル

（ｒ
お

，
”
０
の中】ｅ

は
、
急
進
党
政
府
こ
そ
か
か
る

「情
実
」
の
元
凶
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
「議
会
改
革
」
派
は
こ
の
よ
う
に
比
例
代
表
制
導

入
を

「議
会
中
心
主
義
」
体
制
の
打
破
の

「
一
手
段
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
を

「平
等
な
代
表
の
確
保
」
と
い
う
比
例
代
表
制

本
来
の
特
質
と
併
せ
て
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ス
な
ど
は
こ
の
後
者
の
点
か
ら
比
例
代
表
制
を
求
め
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
間

題
で
は
、
本
来
不
倶
戴
天
の
敵
で
あ
る
ポ
ワ
ン
カ
ン
ら
の

「議
会
改
革
」
派
と
ジ
ョ
ン
ス
ら
の
社
会
主
義
派
と
が
、
期
せ
ず
し
て

「共
同
戦

線
」
を
張
り
議
会
多
数
派
で
あ
る
急
進
派
を
追
い
詰
め
る
と
い
う

「奇
妙
な
事
態
」
が
現
出
し
た
。
た
だ
し
両
者
が
こ
の
制
度
に
同
じ
も
の

を
期
待
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
急
進
派
に
よ
る

「過
大
代
表
」
状
況
を
自
派
に
有
利
に
打
開
し
た
い
と
い
う
点
で
は
両
者
は

一
致
し
て

い
る
も
の
の
、
「議
会
改
革
」
派
は
こ
れ
と

「議
会
中
心
主
義
」
体
制
か
ら
の
脱
却
を
あ
く
ま
で
も
結
び
つ
け
て
い
た
。
ラ
シ
ャ
ペ
ル
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「議
会
多
数
派
は
組
織
さ
れ
な
い
あ
い
だ
は
非
力
な
ま
ま
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
あ
る
時
は
内
閣
を
支
持
し
て
結
集
し
、

ま
た
あ
る
時
は
個
人
的
な
敵
対
感
情
か
ら
内
閣
を
求
め
て
張
り
合
い
分
裂
す
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
は
、
議
会
制
の
実
施
は
ま
っ
た



く
の
幻
想
で
あ
る
。
混
乱
と
無
力
を
も
た
ら
す
組
織
さ
れ
な
い
政
党
制
と
議
会
制
の
条
件
で
あ
る
規
律
の
あ
る
政
党
制
と
の
あ
い
だ
に
は
申

間
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
党
に
結
集
と
規
律
を
義
務
づ
け
る
選
挙
法
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
「議
会

改
革
」
派
は
、
そ
の
帝
国
主
義
推
進
政
策
を
支
持
す
る
「規
律
あ
る
議
会
多
数
派
」
の
結
成
を
め
ざ
し
て
い
た
。
か
れ
ら
が
こ
の
時
点
で
「比

例
代
表
制
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
か
か
る
構
想
の
一
環
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
選
挙
制
度
の
改

革
を
提
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
彼
ら
の
目
論
見
で
あ
る

「共
和
派
の
結
集
」
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
つ
た
こ
と
の
裏
返
し
と
見
る
べ
き

で
あ
る
。
比
例
代
表
制
は
社
会
主
義
勢
力
の
議
会
進
出
を
促
進
し
、
「議
会
改
革
」
派
に
と
っ
て
は

「諸
刃
の
剣
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
危
険
を
あ
え
て
冒
し
て
ま
で
共
和
派
の
政
策
的
結
集
を
促
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
の
が
事
の
真
相
で

あ
ろ
う
。

比
例
代
表
制
導
入
の
構
想
は
、
ポ
ワ
ン
カ
レ
内
閣
の
下
で
実
行
に
移
さ
れ
た
。
県
単
位
の
名
簿
式
比
例
代
表
制
法
案
は
、　
一
九

一
二
年
七

月

一
二
日
、
代
議
院
で
可
決

（三
四
〇
対
二
一
七
）
さ
れ
た
も
の
の
、
今
や
急
進
派
の
最
後
の
牙
城
と
な
っ
た
元
老
院
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ

葬
ら
れ
初
。
結
局
、
そ
の
実
現
は
第

一
次
大
戦
後

一
九

一
九
年
の
選
挙
法
改
正
に
持
ち
越
さ
れ
制
∝
か
く
し
て
ヽ
と
り
あ
え
．ず
戦
前
期
に
お

い
て
は
、
「議
会
改
革
」の

一
環
と
し
て
の
比
例
代
表
制
導
入
は
挫
か
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
構
想
に
た
い
す
る
院
内
各
派
の
思
惑
は
ど
う
で

あ
れ
、
「議
会
中
心
主
義
」
体
制
を
支
え
る

「
ア
ロ
ン
デ
イ
ス
マ
ン
投
票
制
＝
小
選
挙
区
上
一回
投
票
制
」
に
対
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
当
の

代
議
院
に
お
い
て
消
失
し
た
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
議
会
制
を
め
ぐ
る
状
況
は
こ
こ
で
も
明
ら
か
に
一
九
〇
０
年
段
階
と
は

違
っ
た
様
相
を
呈
し
て
き
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（未
完
）

（１
）

「議
会
改
革
」
に
関
連
し
て
は
も
う
一
つ
代
議
院
へ
の

「比
例
代
表
制
」
導
入
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
０
で
ふ
れ
る
。

（２
）
「
・Ｏ
ｔ
Ｏ

，
”
日
げ
ド
・
Ｕ
ｏげ

，
一Ｐ
Ｐ
ｏ
Ｏ
ド
”
卜
・
や
Ｐ
Ｐｏ
望

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一
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一
巻

一
号

（
一
九
九

一
年
）

（３
）
３
い０
・・

，
軍
日

，

（４
）
冒
Ｑ̈
‥

（５
）
膠
嵐
・・
フ
ト
８
”

（６
）
「
Ｏ
Ｊ
Ｑ
〓
Ｅ
σ
ｐ̈
∪
いず
ヽ
お
。
一Ｏ
ｏＰ
３
Ｌ
ｇ
り
。ω
０８
・

（７
）
冒
ａ
ｔ

，
卜一〇〇ト

（
８
）

狩

ぶ

・
９

５

ｏ
い程

ｏ
由
●

，
日
ｏ
‐】．０
稀

や
，

８

，
一Ｏ
ｐ

”
９

８

８
お
＝

Ｆ̈

席

げ
”
〓

”
けいｏ
Ｅ

Ｆ

”
Ｒ

【０
お

（
以

下

、

（
９
）
「
・０
・
０

，
，
３
〓
ｐ
∪
Ｑ
Ｏ

，
お
ヽ
い
Ｏ
ｏ９
ロド
ＨＰ
●
・
８
０
Ｆ

（１０
）
な
お
、　
一
九
〇
三
年
に
は
代
議
院
の
議
院
規
則
委
員
会
が
、
「政
府
案
を
上

‐回
る
増
額
修
正
提
案
の
禁
止
」

断
じ
て
い
る
。
Ｏ
Ｐ

「
９

，
Ｏ
Ｆ

，
日
げ
【Ｐ
Ｕ
８
Ｅ
澪
詳
Ｐ
Ｐ
８
Ｐ
ａ
冒
器

Ｏ
Ｌ
・８
Ｐ

（１１
）
「
Ｏ
ｉ
Ｑ
Ｓ
Ｅ
げ
ｐ̈
日
９

，お
・
５
日
Ｌ
り
Ｐ
り
３
一８
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（・２
）

一
九
〇
五
年
二
月
ニ
ロ
ボ
ー
キ
エ
ー

（コ
ｏ２
５
二
ｏι
・
ボ
ー
ダ
ン

（コ
や
邑

じ̈

提
案
、
Ｒ
。Ｌ
ｂ
ｉ
Ｖ
畳
３
●
・り
ｏ
８
目
ｏ●
一Ｐ
Ｃ
８

巨ヽ
。Ｓ
Ｎ
・

や
ま
。

一
九

一
一
年
二
月
二
三
一ロ
メ
タ
ン

（〓
ユ
ϊ

提
案
、
ｏＰ
「
０
・）・ｏ

，
，ロ
テ
】ｐ
∪
８
Ｅ
Ｂ
巨
Ｊ
」
置
ド
●
。齢
Ｐ

，
Ｎ
Ｐ
　
な
お
、
こ
れ
以
外

に
一
九
〇
七
年
に
は

「緊
急
動
議
」
曾
個
ｏＲ
こ

の
提
案
要
件
の
厳
格
化
、
「単
純
質
問
」
手
続
。
「代
理
投
票
｝
制
度
の
整
備
に
関
す
る
議
院
規

則
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｒ
・。
「
∪
①【●
８
Ｆ
Ｏ
躍８
ユ
０
●
ｏ
８
房
一いご
け̈
ｏ●
●
ｏ一げ
Ｏ
ｏ
Ｓ
『
Ｊ
ｂ
８

，
Ｐ
口
『
・Ｉ
。ざ
。
こ
８
・

，
８
０２
●

（総
じ
‥
０
プ
■ｏ●
ぬ̈
口
①
日
い
●口
ｏい０●ｏ
沖
・Ｐ

，
〕，
中ｏＯ

，
卸
・∽
・Ｆ
・り
ε
いり００。
●
●
・ωＯ卜‐輌・

（・４
）
『
」Ｏ
・
Ｏ
Ｆ

，Ｅ
σ
５

，
Ｕ
Ｑσ
や
けｐ
い０一トリ
陣ｒ
μｐ
●
。ω００，
り０「
リ

（・‐５
）
ｒ
・〕・●
ユ
Ｆ
Ｕ
ｏ
Ｏ
ｇ
Ｏ【０
●
Ｏｏ

，げ
⊆
ｏ
Ｏ
●
Ｕ
ｏ
」
く
０̈
■
】０∞
一の【，広
い
”
。「
」「
〓
Ｆ
いい。
一０一０・
●
・Ｎ∞，
当
あ
・

（・６
）
０
』いヽ
「
〇
・・
９
雷
３
炉

∪
●
ｏ目
ま
Ｆ

８
８
・
●
。一ＯＦＰ

，
器
´
Ｉ
Ｐ
Ｐ
い
。∞Ｐ
Ｌ
８
日ヽ
う
。一『Ｐ

，
Ｐぶ

Ｌ
置
ｒ
ｔ
『い，
ｐ
Ｐ理
・

（Ｆ
）
‐ＯＦ
滞
総
ｋ
ｙ
８
●
〓̈
①
由
い

，Ｒ
一０け

甲
，ぶ
，
が

，
Ｐ
一り
。日
・『
。い
辱
〓
ヽ
フ
ミ
。

（”Ю
）
”
。”
ｏ
日
い
讐
Ｒ
Ｆ
Ｏ
ず
嘱０
５
一ｐ
目
ｏ　
‐Ｏｏ
や
り〓
一●
け一ｏう
い
ｏ】中Φ
Ｏ
①
中，
『
『，●
ｏｏ
ヽ
卿
。∪
・『
ｔ
一。Ｎ∞
ヽ
ＨＯ
ＰＨ・
●
・『ＮＯ中

（・９
）
再
審
軍
法
会
議
は
ド
レ
ア
ュ
ス
を
再
び
有
罪
と
し
た
が
、
ワ
ル
デ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
首
相
は
遅
れ
を

「特
赦
」
に
し
た
。
中
木
前
掲
書
（上
・￥
〓
一

三
十
三
二
三
一頁
参
照
。

（２０
γ
以
下
参
照
。
申
木
前
掲
書
（上
￥
書
一八
頁
以
下
、
工
・脚
３
ｏ■ξ
日
・
ｒ
”
卿
０電
げ
【【ｏ
口
０
●
缶
Ｏ̈
Ｌ
Ｐ
Ｕ
語
・，
お
９
レ
〕
Ｅ
”
Ч
ｏ目
）・０フ
い
一Ｆ
ｐ

四
二

Ｐ
∽
・ｒ
・り
と
略
す
）
Ｌ
８
ｐ
ｐ
８
・

を
求
め
る
案
を

「
憲
法
違
反
」
と



Ｐ
『
Ｏ
・

（２．
）
”
３
ｏ
■】ｏ
ｃ
ｘ
）
Ｏ
り
。
２
Ｆ

，
Ｎ
。

こ
う
し
た
コ
ン
ブ
内
閣
の

「共
和
主
義
」
化
政
策
に
対
し
て
各

コ
ミ
ュ
ー
ン
や
在
郷
の
政
治
組
織
は
競

っ
て

「祝
辞
」
を
送

っ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
地
方
の
合
意
調
達
は
、
同
内
閣
が
各
県
知
事
に
課
し
た
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
政
治
動
向
報
告
に
よ
っ
て
裏

づ
け
ら
れ
て
い
た
。
Ｒ
こ
の
。
口
”
”
】，
Ｏ
ｏ

，
Ｆ
Ｐ
無

Ｆ

ぺ
”
０
づ
●
げ
】中ρ
●
０
●
３

８
ヨ
【け，
Ｖ
。
卿
ｏ
く
ｏ
①
Ｏ
．
〓
粋
ｏ
８̈

日
０
０
Ｒ
Ｂ

鮮

８
詳
ｏ日
づ
Ｒ
”
】●
０

（以
下
、
″
口
・〓
わ
。
と
略
す
）
。
３
ミ
・

（２２
）
”
①び
Ｏ
Ｌ
ｏ
●
Ｘ
・
ｏ
ｕ
・
ｏ
一一‘
●
・
『
”

（２３
）
０
』〓
”
”
ユ

，
鰹
ｏ
８
メ

ｏ
，

ｏ
一̈‘
”
。∪
。「
ｃ
Ｐｏ
ｏ
Ｐ
づ
，
Ｐ卜
Ｎ
ｏけ・，

（
２４
）

Ｏ
ｈ
ｔ
＞
・
”
ｏ
く
】̈】ｏ

，

Ｏ
Ｆ
６
●
】ｏ
●
ｏ
Ｏ
●
●
】Ｏ
Ｃ
く
Ｑ
づ
０
●
一
一０
”
お
【”
一
いい

”
・∪
・「
ｃ
Ｐ
Ｏ
ｏ
ド

●
・
Ｐ
Ｎ
Ｏ
①
け
・ｐ

一
づ
。
ω
ｏ
ｐ

（２５
）
法
律
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
”
ｒ
Ｌ
ド
・・
●
。図
田
卜
ふ
ド
や
ふ
ド

（２６
）
０
喘こ
＞
Ｌ
「
”

，
Ｆ
Ｏ
Ｆ
『ｏ
●
ｏ̈
」
ｏ
識
ｏｏ

，
一
ｏ一
識
口
”
●
０
】ｏ【ｐ
”
・∪
・”
ｔ
Ｐｏ
ｏ
Ｐ
ｏ
・切Ｎ
い
一
口
”
詳
Ｆ
Ｏ】Ｑ
Ｂ
Ч
）
Ｏ
ｐ
・
ｏ
〓
ｔ
”
・∪
。「
‘
ＰＯ
ｏ
Ｐ
り
。
日Ｎｐ

（２７
）
法
律
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
口
ｒ
Ｌ
ド
・・
●
．器
認
Ｉ
ふ
♪
や
田
８
・

（２８
）
口
”
諄
す
０一０日
い
０

，
ｏ
Ｆ̈
″
口
”
Ｌ
８
Ｐ

，
〓
ｒ
　
バ
ル
テ
ル
ミ
ィ
は
、
と
り
わ
け
初
等
教
育
費
、
医
療

ｏ
老
齢
者
扶
助
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
一げ
¨，

フ
〓
ド
　
な
お
当
時
の
初
等
教
育
財
政
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
萩
路
貫
司

「
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制

前
期
初
等
教
育
財
政
の
成
立
と
そ
の
特
徴
‐」
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
三
五
号

一
九
八
三
年
、
梅
沢
収
「ブ
ラ
ン
ス
『初
等
教
育
費
負
担
法
』
貧

八
狐
九
年
七
月

一
九
日
法
）
に
関
す
る
考
察
」
フ
ラ
ン
ス
教
育
学
会
紀
要
創
刊
号

一
九
八
九
年
。

（２９
）
梅
沢
前
掲
論
文
参
照
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（３０
）
法
律
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
「
ｂ
。８
ミ
ヽ
二
・
フ
ふ
含
。

（３．
）

「特
別
執
行
令
」一
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
水
野
豊
志

『委
任
立
法
の
研
究
』
一
九
六
〇
年
三
二
九
頁
以
下
。
村
田
尚
紀

『委
任
立
法
の
研
究
』

一
九
九
〇
年
　
一
一
〇
頁
以
下
。

（３２
）
０
喘‘
”
”
詳

，
２
２
●
Ч
ヽ
ｏ

，
ｏ
一̈ｔ
”
・Ｕ
・「
こ
Ｐｏ
ｏＰ
Ｏ
・日ω
【①一・，
一
∽
”
諄
２
・
０
や
ｏ
い一・・
り

，
ｕＮ
Ｎ
‐ω
一
『
・コ
Ｅ
ａ
ｏ

，
Ｆ
口
一路
２
『０
●
ｏ
】ゞ
０
日
〓
ぉ
嗜
”
け】ｏ
●

喘【”
●
一
”
】ｏ①
Ｏ
」
Ｐ∞。”
●
Ｎ
Ｏ。ω̈
０
０
】ｏ
・
ＦＯ
∞０
・
●
●
・ＮＮ
Ｏ
‐卜
・

（３３
）
０
』ｔ
ω
２
己

，２
２
●
メ
ｏ
フ
ｏ
け̈ｃ
”
・Ｕ
。「
こ
Ｐｏ
ｏ
Ｐ
ｏ
・
Ｐω
”

（３４
）
Ａ
・テ
ユ
デ
ス
ク

『
フ
ラ
ン
ス
の
民
主
主
義
』
大
石
明
夫
訳

一
九
七
四
年

（原
著
は

一
九
七

一
年
）
　

一
四

一
頁
参
照
。

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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四

一
巻

一
号

（
一
九
九

一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

（３５
）

「急
進
共
和
制
」
下
の
政
策
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
同
前

一
四
七
頁
以
下
、
”
①げ
Ｑ『【ｏ
Ｃ
メ

ｏ
フ
２
Ｆ

，
３
ｏけ。メ

一
石
原
司

「急
進
派
と
そ

の
政
治
行
動
」
山
本
編

『
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
政
の
研
究
』
。

（３６
）
横
山

『近
代
フ
ラ
ン
ス
政
治
外
交
史
序
説
』
二
七
頁
以
下
、
同

『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
七
五
頁
以
下
参
照
。

（３７
）
中
木
前
掲
書
（上
￥
一四
九
頁
以
下
、
横
山

『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
七
九
頁
以
下
、
ロ
ヨ
①げ
ｑ
）
ｒ
①
お
●
ｏ
ｌ
ｏ
”
●
●
”
一̈
〇
●
“
一̈
りけ

①●
で
“
●
８

２
Ｆ
Ｌ
の̈のの日
①詳

く
①ａ
Ｆ
彎
ｏ
いお

３
８
占
８
♪
″
Ｆ
〓
わ
・」
Ｓ
”
　
参
照
。
な
お
当
時
の
労
働
運
動

・
農
民
運
動
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。

西
海
太
郎

『現
代
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
一
九
六
〇
年
　
一
一九
九
頁
以
下
、
同

『
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
政
史
研
究
』
一
九
八
三
年
　
一二
一
九
頁
以
下
。

（３８
）
石
原
前
掲
論
文

一
一
九
―

一
二
〇
頁
、
口
”
”
“
【の一ｏ
Ｆ
↓

，
①
円
日
Ч
Ｒ

，
ｏ
お
り
」
ぴ
】●

８
Ｑ
・
り

，
８
？
〓
切
参
照
。

（３９
）

一
九

一
一
年
七
月
二
八
日

「国
防
最
高
会
議
に
関
す
る
デ
ク
レ
」、
デ
ク
レ
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
¨
「
ｂ
・」
８
ｒ
ド
導
・
や
Ｒ
Ｓ
・

（４０
）
”
ュ
誅
ｏ
Ｐ
ｏ
フ
ｏ
ぃ̈こ
ω
【０欧
・

（４．
）
法
律
の
正
文
に
つ
い
て
は
、
以
下
参
照
。
”
ｒ
」
ド
・・
●
。器
〓
・
８
８
ヽ
フ
〓
８
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

（４２
）
「
・〇
‘
Ｏ
Ｆ

，
日
げ
】ｐ
∪
ｏげ
”
けρ
Ｐｏ
ｏＰ
Ｏ
・ω
Ｐ
り
。
日『
日”

（４３
）
Ｈｇ
Ｏ
こ
や
Ｈヽ
日ｐ

（４４
）
＞
【】中♂

ｏ
フ
ｏ
】Ｆ

●
・０
さ
鮮
●

（４５
）
西
海

『現
代
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
〓
二
〇
六
頁
、
中
木
前
掲
書
（上
￥
一五
五
頁
参
照
。
な
お
そ
の
後
の
軍
事
費
の
急
速
な
増
大
に
つ
い
て
は
、
森

前
掲
書

一
五
〇
頁
参
照
。

（
４６
）

「
〇

・
０

，
留
目
げ
Ｆ
・
∪
ｏ
９
』
ｐ
①
い
けＰ

］
Ｏ
Ｐ
Ｐ

い
。Ｎ
ω
Ｆ

づ
・
Ｏ
ｏ
ｒ

（４７
）
な
お
同
法
は
国
会
議
員
と
関
わ
り
の
あ
る
企
業
に
よ
る
受
注
を
禁
じ
て
い
る

（
一
一
条
）。
そ
れ
だ
け

「黒
い
疑
惑
」
が
つ
き
ま
と
う
政
策
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
軍
用
艦
の
就
役
年
限
ま
で
具
体
的
に
規
定

（二
条
）
し
た
同
法
の
実
施
が

「鉄
鋼
連
合
会
」
全
体
の
利

益
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（４８
）
Ｏ
ｈ。
「
〇
じ
Ｏ
Ｆ

，
日
ぴ
Ｆ
）
∪
Ｑげ
”
雰
・
日０
ロド
ド
ＨＰ
●
・ω
Ｈ”

（４９
）
Ｆ
】０
・も
づ
お
葛
ム
・

な
お
当
時
の
列
強
の
海
軍
力
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
木
谷
勤

「第

一
次
大
戦
前
の
国
際
対
立
」
『岩
波
講
座
　
世
界
歴

史
』
二
三
巻

一
九
六
九
年
　
一
〓
一九
頁
以
下
。

（５０
）
０

，

Ｈげ
い，
ヽ
や
∞ω
■



（５．
）
Ｈぴ
〓
〓
）
ωω”

（５２
）
西
海

『フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
政
治
史
研
究
』
　

四
一
七
頁
以
下
、
横
山

「
フ
ラ
ン
ス
統

一
社
会
党
と
戦
争
問
題
」
思
想

一
九
六
四
年
七
月
号
、

西
川
正
雄

『第

一
次
世
界
大
戦
と
社
会
主
義
者
た
ち
』

一
九
八
九
年
参
照
。

（５３
）
０
いこ
「
〇
‘
０

，
２

，
び
】ｐ
∪
いげ
”けＰ
ＰｏＨド
Ｎ・ＨＰ
Ｏ
・ωトメ

（
自鋭
）
ｒ
。
口
”
く
ｏ
●
ｒ
”
『
ｏ
Ｏ
■
９
８
●
一
”
Ｌ
ｏ
口
ｏ
」
ｏ
０
９
■
ぃｏ
●
①
】中①
・
”
。「
・”
ｔ
ｒ
『
ω
・
Ｐ
Ｏ
Ｈ
Ｐ

一
Ｏ
ｏ
一一ｏ
『
０
け
の
一
”
】こ
Ｏ
り
・
０
〓
。
いｏ
一Ｈ
０
０
」
Ｏ
Ｌ
Ｏ
●
一
ｏ
で
Ｆ
∪
ロ
ン「①
『
”
０
い

つ

Ｘ
く
。

（
５５

）

『

”
・
『
ｐ

ｏ
ｐ

ｏ
】
一

ε

”

・『

・”

ｔ

ｒ

ヽ
Ｐ

Ｐ
ｏ
Ｐ
Ｎ

り
。
Ｐ
∞
∞
Ｉ
Ｐ

（５６
）
Ｏ
Ｐ
ｒ
８

，
”
罵
一Ｆ

ｒ
”
Ｒ
Ｘ
●
脇
ｏ̈
い
０
」
「
ｏ
』２
●
①
鳳
ど
日
お
２
８
８
８
Ｆ

”
。「
「
・Ｉ
ヽ
Ｎ
８
鰹
・
や
器
Ｆ

な
お
彼
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

只
野

「
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
下
の
選
挙
改
革
０
」
　

一
橋
研
究

一
五
巻
三
号

｝
九
九
〇
年
五
五
―
六
頁
も
参
照
。

（
５７
）
｝
｝
Ｏ
Ｆ
ｏ
′ヽ
Ｌ
【お
い

コ
】路
２
Ｈ
ｏ
●
ｏ
ｏ
Ｆ
解
【け鮮
ざ
●
０
３

●
①
∽
嗜
ｏ
”
８̈
０
０
り
色
中一いｏ
●
①
の
Ｏ
①
【”
『
ヽ
”
●
ｏ
①
●
Ｏ
Ｐ
『
∞
０
ツ
●
Ｏ
∽
』９
Ｈ
Ｐ

Ｏ
．ｏ

，
ヽ
Ｐ
Ｏ
∞
が

●
フ

ト
『
ω
１
０
・

（５８
）
ｒ

，
ｏＦ
“
ｏ
①】】ｐ
Ｏ
●
・
０
ぃけこ
”
・り
。「
ｔ
ｒ
『
Ｎ
ＰＯ
］ド
●
・Ｎ
Ｎ
９

（５９
）
Ｈ匡
Ｏ
ｃ

，
ＮＮド

（６０
）

一
九

一
九
年
法
に
つ
い
て
は
、
只
野
前
掲
論
文
０
五
六
―
九
頁
参
照

フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
制
に
お
け
る
議
会
の
予
算
権
限
と
そ
の
改
革

（四
）

四
五


